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　「私は世話好きおばさんなだけです」と
語るのは、次世代のためにがんばろ会代表
の松浦ゆかりさん。
　次世代につなぐ多彩な水環境教育活動が
認められ、秋篠宮文仁親王殿下が名誉総裁
を勤められる日本水大賞で、同会が審査部
会特別賞を受賞した。
　同会は、「身近な川や自然を守る人づく
り」をしたいとの思いから、市環境基本計
画の策定委員を中心に住民有志 20人で平
成 13年に発足し、活動を続けている。
　発足当初は、理想論ばかりが先行し手探
りの状態だったが、八代高専（当時）の生
物工学科森田先生から、かき殻を使った水
質浄化をしてみないかとの提案に、「動か
なければ何も始まらない」と積極的に取り
組むことを決心した。
　初めてのかき殻による水質浄化活動は会
員と市の職員、地域住民で宮地の新川で始
めた。回を重ねて行くごとに内容を見直し、
今では 1000 人を超す参加者が集まる大
きなイベントに成長した。
　「前回と同じことをするのは簡単だけ
ど、それでは面白くない。同じイベント
でも新しいアイデアを取り入れることが
必要」と語る。このかき殻祭りのイベン
トを皮切りに松浦さんの活動が活発にな

次世代の子どもたちが

　健康で安全な生活ができるように

   代表   松浦　ゆかり さん 
　　　　　　　　　 　　（通町）

次世代のためにがんばろ会

る。川や浜辺のごみが気になり、その原
因を考えさせられるようになると「人間
が捨てたごみが川から海に流れ着いたこ
とを子どもたちに見せて啓発しないと」
との思いから八代海河川浜辺の大掃除大
会を計画。この活動を知った県や国土交
通省もバックアップをはじめ、子どもゴ
ミパトロール隊や、ごみ減量・資源循環
型活動に発展することになる。
　松浦さんは「ごみの現状を子どもたちに
見せて、それは大人が捨てたものなのか、
子どもが捨てたものなのか考える機会を与
えることで、捨てない人づくりにつながる」
そして「子どもを通じて大人も勉強する機
会になれば」と考えている。
　同会の会員は他の団体の活動をしている
人が多く、松浦さんが「あれもやってみた
い、これもやってみたい」とアイデアを出
すと、それぞれが自分の得意分野のことを
頑張ってくれるそうだ。
　一つのイベントを成功させるには「地域
との協調性を活かし、各自みんなが主役に
なることが大事」と松浦さん。その時忘れ
てはならないのが、協力団体もアピールす
ことである。
　お互い「WinWin の関係を築くことが
活動を継続するための秘訣」と話す。また、
イベントが終わると参加した学校などに足
を運び、必ずお礼の手紙を渡すように心が
けている。「お互いが顔の見える関係を大
切にしたい」松浦さんの信条の一つである。
　仕事とボランティア活動で忙しい毎日を
送る松浦さんだが、「苦労は忘れる」をモッ
トーに次の活動に向けて準備中だ。

　8月6日、 第49回
八代くま川祭りが
開 催 さ れ、55 団 体
約4300 人が総踊り
に参加しました。
　今年は、ポケモ
ンや国民的アニメ
ONE PIECEの格
好をする団体もあ
り、とても盛り上
がりました。

今月の表紙
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第58回 熊本県芸術文化祭参加事業
平成28年度 

　9 月 7 日㈬から 11 月 6 日㈰まで、市内公共施設など
で八代市文化祭を開催します。
　入場は無料ですので、ぜひお越しください。

問
合
せ

　
　
文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

　
　
　
展
　
示

■
市
立
博
物
館

時
　
間
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

・
書
道
展

　【
白
竜
書
道
会
　
※
7
日
は
正
午
か
ら
】

　
　
９
月
７
日
㈬
～
９
月
11
日
㈰

　【
八
代
書
道
連
盟
】

　
　
10
月
４
日
㈫
～
10
日
㈪

・
美
術
展

　
　
９
月
13
日
㈫
～
18
日
㈰

・
写
真
展

　【
八
代
市
写
真
愛
好
会
】

　
　
９
月
21
日
㈬
～
25
日
㈰

　【
八
代
市
写
真
連
盟
】

　
　
９
月
27
日
㈫
～
10
月
2
日
㈰

■
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

時
　
間
　
午
後
9
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　
※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

・
盆
栽
・
寒
蘭
・
押
花
・
水
墨
画
、
手
織

　
　
10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

　
　
　
舞
　
台

■
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

・
洋
舞
・
詩
吟･

器
楽
・
民
謡
・
伝
統
芸
能
・

　

民
俗
文
化
財

　
　
10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分

　
　
※
29
日
㈯
は
午
前
10
時
か
ら
式
典

■
厚
生
会
館

・
日
本
舞
踊

　
　
11
月
5
日
㈯

　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

・
市
民
合
唱
祭

　
　
11
月
6
日
㈰

　
　
午
後
1
時
～
4
時

　
　
　

茶
　
会

■
松
浜
軒

・

～
4
流（
皇
風
煎
茶
禮
式
・
表
千
家
・

　
　
　
　

 

裏
千
家
・
肥
後
古
流
）の
大
茶
会
～

　
　
10
月
30
日
㈰

　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
　（
午
後
2
時
30
分
受
付
終
了
）

　
　
※
お
茶
券
２
席（
展
観
料
を
含
む
）１
５
０
０
円

　
　
　
文
　
芸

■
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

・
俳
句
会

　
　
９
月
22
日
㈷

　
　
午
後
1
時
～
3
時

■
代
陽
公
民
館

・
短
歌
会

　
　
10
月
19
日
㈬

　
　
午
後
1
時
～
4
時

・
華
道
展

　
　
10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

■
八
代
宮

時
　
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

・
菊
花
展

　
　
10
月
31
日
㈪
～
11
月
６
日
㈰

文
化
祭
を
通
し

 

市
民
に
感
動
を
与
え
た
い

秋
の
風
情
を

 
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

八代市文化協会
会長　福田 秀俊さん

八代華道連盟
理事長　川野 美代子さん

　文化祭は、発表者が 1 年か
けて精進してきた内容を披露す
る舞台です。
　市民の皆さんに感動を与え、
文化祭に携わるきっかけになれ
ばと考えています。
　参加者はお互いに刺激し、切
磋琢磨しているので、ぜひ見に
来ていただけたらと思います。

　今年の華道展は、同じ花材を
使って各流派の特徴を出しま
す。流派によって生け方も違う
ので、各流派の良さを知っても
らいたいです。また、花器と花の
一体化を見て、作者の気持ちも
感じ取っていただきたいです。
　ぜひ、生け花の体験コーナー
にもお越しください。
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　放浪の俳人「種
たねださんとうか

田山頭火」は昭和5年9月に日奈久温泉に歩みを進めて「織
おりや

屋」という木
きちんやど

賃宿に3日間宿泊しました。
「温泉はよい、ほんたうによい。ここは山もよし海もよし、出来ることなら滞在したいのだが、、、いや、一生動き
たくないのだが」と日記（行

ぎょうこつき

乞記）に記し、心身ともに疲れていながらも日奈久の湯に癒やしを得て、また旅に出
ました。山頭火が宿泊した木賃宿「織屋」は、現在も温泉街の一画にそのままの姿で残っており、9月の約１カ月間、
日奈久は山頭火一色に染まります。優しい泉質で湯治の湯としても古くから愛される日奈久温泉に入り、山頭火の
世界をどうぞお楽しみください。
※毎年無料開放している「織屋」は、熊本地震の影響により現在一部破損しているため、見学はできません。

山
頭
火
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

～
こ
の
み
ち
や 

い
く
た
り
ゆ

き
し 

わ
れ
は
け
ふ
ゆ
く
～

と
　
き　

9
月
3
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

内
　
容

　

絵
手
紙
入
賞
者
表
彰
、
地
元
の

保
育
園
児
に
よ
る
か
わ
い
い
催
し

物
、
太
鼓
演
奏
や
踊
り
、
日
奈
久

小
中
学
生
に
よ
る
発
表
、
山
頭
火

ク
イ
ズ
王
決
定
戦
。

日
奈
久
再
発
見

～
木
の
芽
草
の
芽
歩
き
つ
づ
け

る
～

と
　
き　

9
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ　

日
奈
久
温
泉
街
一
帯

受
　
付
　
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～

内
　
容

　

明
治
～
現
在
に
か
け
て
６
０
０

年
の
歴
史
が
残
る
趣
あ
る
街
並
み

を
日
奈
久
温
泉
街
案
内
人
の
会
が

案
内
し
ま
す
。

参
加
費
　
５
０
０
円　

お
り
や
句
会

～
れ
い
ろ
う
と
し
て
水
鳥
は
つ

る
む
～

と
　
き　

9
月
22
日
㈭

　
　
　
　

午
後
1
時
～
3
時
30
分

と
こ
ろ　

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

内
　
容　

　

自
作
の
句
（
一
人
3
句
ま
で
）

を
正
午
ま
で
に
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

に
提
出
。
そ
の
後
、
参
加
者
全
員

で
提
出
し
た
俳
句
を
互
選
し
ま
す
。

参
加
費　

１
０
０
０
円

第１７回
｢九月は日奈久で山頭火 ｣

地震に負けんバイ！！
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■
小こ

ざ
き
か
ん

﨑
侃
版
画
展
・
麦
島
勝
写
真
展

　
と
こ
ろ
　
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

　
版
画
家
・
小
﨑
侃
氏
の
木
版
画
を
展
示

　
写
真
家
・
麦
島
勝
氏
の
写
真
を
展
示

■
絵
手
紙
作
品
展

　
と
こ
ろ
　
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

■
日
奈
久
ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
町
中
の
あ
ち
こ
ち
に
山
頭
火
の
句
を
書
い
た
丸
木
の
句

　
板
を
掲
示

　
※
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
内
の
展
示
は
、
施
設
利
用
中
は
見

　
　
学
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
　
さ
い
。

■
山
頭
火
直
筆
の
句
展
示

　

と
こ
ろ
　
市
立
博
物
館
（
9
月
1
日
～
9
月
30
日
）

＊
協
賛
事
業

　「
日
奈
久
de
川
柳
句
会
」

　
と
　
き
　
9
月
24
日
㈯
　

　
と
こ
ろ
　
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

　
参
加
費
　
２
０
０
０
円

　「
春
山
千せ

ん
そ
う艸

　
水
墨
画
教
室
作
品
展
」

　
と
こ
ろ
　
善
立
寺

問
合
せ
　
日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所

　
　
　
　（
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
内
）　
☎
38
０
２
６
７

9/3 ㈯～ 9/30 ㈮の期間中

山
頭
火
ウ
ォ
ー
ク

～
炎
天
の
下
を
何
処
へ
ゆ
く
～

と
　
き　

9
月
25
日
㈰

　
　
　
　
午
前
9
時
出
発

　
　
　
　

午
後
4
時
終
了
予
定

　
　
　
　

受
付　

午
前
8
時
30
分
～

　
　
　
　
（
当
日
受
付
の
み
）

　
　
　
　
（
少
雨
決
行
）

集
合
場
所　

　

球
磨
川
河
川
緑
地
公
園　

　

※
送
迎
あ
り

　
　

･

日
奈
久
温
泉
憩
い
の
広
場

　
　
　

午
前
8
時
発

　
　

･

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
前

　
　
　

午
後
3
時
発

コ
ー
ス　

球
磨
川
河
川
敷
→
水
島

　

→
日
奈
久
温
泉
神
社（
約
13
㎞
）

参
加
費　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
（
中
学
生
以
下
５
０
０
円
）

　
※
山
頭
火
弁
当
、
温
泉
入
湯
券
、
記
念

　
　
品
付
き

お
楽
し
み
福
引
き
抽
選
会

　

午
後
1
時
30
分

　
（
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
）

日
奈
久
温
泉
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

～
わ
い
て
あ
ふ
れ
る
な
か
に
ね

て
ゐ
る
～

と
　
き　
9
月
3
日
㈯
～
9
月
30
日
㈮

と
こ
ろ
　
日
奈
久
温
泉
街

内
　
容
　

　

日
奈
久
温
泉
街
の
10
カ
所
の
温

泉
旅
館
の
う
ち
、
3
カ
所
以
上
に

入
湯
し
て
計
5
個
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
を
た
め
て

応
募
す
る
と
、
抽
選
で
豪
華
賞
品

が
当
た
り
ま
す
。

特
賞
　
日
奈
久
温
泉
旅
館
ペ
ア

宿
泊
券
（
4
組
8
名
様
）

俳
句
募
集

～
句
碑
へ
し
た
し
く
萩
の
咲
き

そ
め
て
ゐ
る
～

投
句
料　

１
０
０
０
円

　
　
　
（
1
組
3
句
ま
で
）

形
　
式　

定
型
・
自
由
律
を
問
わ

　

ず
、
題
材
は
自
由

締
　
切　

9
月
10
日
㈯
ま
で

　

※
9
月
22
日
㈭
に
お
り
や
句
会

　
　

に
て
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

送
付
先　

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所

　

〒
８
６
９-

５
１
３
５

　

八
代
市
日
奈
久
中
町
５
１
６

　

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
内

日奈久温泉街案内人の会
池田正一さん

　地震の影響がありましたが、
日奈久は地震にも負けず頑張って
います。山頭火を通して日奈久を
盛り上げていきます。今まで知ら
なかった日奈久の魅力が満載のイ
ベントです。ぜひ日奈久に遊びに
来てください！！
　お待ちしてま～す♪
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ス
ト
レ
ス
と

　
　

こ
こ
ろ
の
ケ
ア

　
人
は
日
常
生
活
の
中
で
、強
い
ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
り
、長
期
間
ス
ト
レ
ス
を
受
け
続
け
る
と
、か
ら

だ
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
表
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。も
し
、不
眠
や
原
因
不
明
の
体
調
不
良
が
続
く

と
き
は
、ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
な
い
か
、無
理
を
し
て
い
な
い
か
、一
度
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
レ
ス
要
因
に
対
し
て
は
、
身

体
面
、
心
理
面
、
行
動
面
に
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
反
応
が
生
じ
ま

す
。
生
じ
方
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に

特
徴
が
見
ら
れ
る
た
め
、
自
分
は

ど
の
側
面
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

生
じ
や
す
い
か
を
知
っ
て
お
く
と
、

「
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
」
こ

と
を
知
る
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ス
ト
レ
ス
反
応
が
長
く

続
く
場
合
に
は
、
過
剰
な
ス
ト
レ

ス
状
態
に
陥
っ
て
い
る
サ
イ
ン
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
ス
ト
レ
ス
が
招
く
健
康
障
害
】

⑴
身
体
面

　

体
の
ふ
し
ぶ
し
の
痛

み
や
頭
痛
、肩
こ
り
、腰

痛
、目
の
疲
れ
、動
悸
や
息
切
れ
、胃
痛
、

食
欲
低
下
、便
秘
や
下
痢
、不
眠
な
ど
。

⑵
心
理
面

　

活
気
の
低
下
、
イ
ラ
イ
ラ
、
不
安
、

抑
う
つ
（
気
分
の
落
ち
込
み
、興
味
・

関
心
の
低
下
）
な
ど
。

⑶
行
動
面

　

過
食
、
過
度
の
飲

酒
・
喫
煙
、散
財
、ギ
ャ

ン
ブ
ル
、暴
言
・
暴
力
、遅
刻
・
欠
勤
、

仕
事
で
の
ミ
ス
や
事
故
な
ど
。

「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」は
日
頃
か
ら

　

ス
ト
レ
ス
か
ら
う
つ
病
な
ど
の

こ
こ
ろ
の
病
気
や
自
殺
と
い
っ
た

危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、日
頃

か
ら
ス
ト
レ
ス
に
対
処
し
、こ
こ
ろ

の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

＜うつの自己チェック＞
□毎日の生活に充実感がない
□これまで楽しんでやれてい
　たことが、楽しめなくなった
□以前は楽にできていたこと
　が、今はおっくうに感じる
□自分が役に立つ人間だと思
　えない
□わけもなく疲れたように感
　じる
　上記のうち２つ以上あては
まり、その状態が２週間以上
ほとんど毎日続いていて、生
活に支障が出ている場合はう
つ病のおそれがあります。か
かりつけ医や専門医の受診を
お勧めします。
 （厚生労働省「うつ対策推進方策マニュアル」）

■
生
活
に
リ
ズ
ム
を

・
良
質
な
睡
眠
（
起
床
時
間
を
一

　

定
に
保
つ
、
就
寝
直
前
の
飲
酒

　

や
過
食
は
避
け
る
な
ど
）

・
バ
ラ
ン
ス
良
い
食
事
（
栄
養
バ

　

ラ
ン
ス
よ
く
、
飲
酒
は
適
量
を

　

心
が
け
る
な
ど
）

・
適
度
な
運
動
（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
）

■
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

・
気
分
転
換（
読
書
、誰
か
と
お
し
ゃ

　

べ
り
、
深
呼
吸
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

　

な
ど
）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

　

心
理
士
が
本
人
と
家
族
に
寄
り

添
い
、
無
料
で
相
談
を
受
け
ま
す
。

　

1
人
で
抱
え
こ
ま
ず
に
、
ま
ず

は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

第
２
木
曜
日
の
午
前

　
　
　
　

第
４
月
曜
日
の
午
後

　
　
　
　
※
変
更
の
場
合
あ
り

と
こ
ろ　

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
推
進
課　

　
　
　
　
　
　
　

  

☎
52
５
２
７
７

そ
の
他
の
相
談
窓
口

・
八
代
保
健
所
☎
33
３
２
２
９

※
精
神
科
医
師
に
よ
る
無
料
相
談
も
行
っ

　
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

・
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
６
６

・
熊
本
こ
こ
ろ
の
電
話

　

☎
０
９
６（
２
８
５
）６
６
８
８

・
熊
本
い
の
ち
の
電
話

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）４
３
４
３

・
毎
月
10
日
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０（
７
３
８
）５
５
６

■
相
談
す
る
・
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
る

・
身
近
な
相
談
相
手
だ
け
で
な
く
、

　

専
門
の
機
関
・
相
談
窓
口
な
ど

　

も
活
用
す
る
。

平成 28 年度　こころの健康づくり講演会
「ストレスとこころのケア～地震の“びっくり”をリセットしよう～」

　地震だけでなく、さまざまなストレスに対するこころの持ち方やケアについて話があります。

と　き　10 月 6 日㈭　午後 7 時～ 8 時 30 分

ところ　やつしろハーモニーホール 3 階 大会議室 A・B

講　師　ニキ ハーティ ホスピタル　仁木 啓介 医師

その他　入場無料、申込不要　　　問合せ　健康推進課☎ 52-5277

問合せ
健康推進課☎52-5277
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ご利用ください
八代市地域包括支援センター
　高齢者の皆さんが、住みなれた地域で安心して生活を継続できるよ
うに、地域の身近な相談窓口として「八代市地域包括支援センター」
を6カ所設置しています。

問合せ　長寿支援課☎33-4436

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て

何
を
し
て
い
る
の

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
師
や
社
会
福
祉
士
、
主
任
介

護
支
援
専
門
員
な
ど
の
専
門
職
が
、

介
護
・
福
祉
・
保
健
・
医
療
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

　
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
地

域
の
皆
さ
ん
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
時
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の

（
例
）

・
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

　
し
た
い

・
家
族
の
介
護
の
仕
方
が
分
か
ら

　
な
い

・
最
近
、
足
腰
が
弱
っ
て
き
た

・
お
金
の
管
理
や
契
約
に
自
信
が

　
な
い

・
一
人
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
か

　
不
安地域包括支援センター

の役割
⑴「困ったな」を一緒に考えます
　（総合相談支援）
　高齢者やその家族の介護・
福祉・保健・医療に関する相
談を受け、必要なサービスを
紹介します。
⑵皆さんの権利を守ります　
　（権利擁護）
　高齢者が安心して暮らせる
よう、虐待の早期発見・防止、
消費者被害などに対応するほ
か、成年後見制度の紹介や関
係機関との連携を行います。
⑶自立した生活を支援します
（介護予防ケアマネジメント）
　身体の機能や体力に不安が
ある人や、今の健康を維持し
たい人へ介護予防の取り組み
を支援します。
⑷地域の協力体制を支えます
（包括的・継続的ケアマネジメント）
　高齢者を支える地域のケア
マネジャーの支援のほか、高
齢者にとって暮らしやすい地
域にするため、さまざまな機
関と連携を取りながら支援し
ます。

名　　称 所在地 電話番号 担当地区

第 1 地域包括支援センター
（ ふ る さ と ）鏡 町 両 出 880-1 53-2601 鏡・東陽・泉

第 2 地域包括支援センター
（ や ま び こ ）上 日 置 町 2345 30-8071 太田郷・昭和・龍峯・千丁

第 3 地域包括支援センター
（ み ら い ）古 閑 浜 町 3401 33-9880 松高・八千把

第 4 地域包括支援センター
（ し お か ぜ ）郡 築 一 番 町 180-1 37-3337 代陽・八代・麦島・郡築

第 5 地域包括支援センター
（ く ま が わ ）植 柳 上 町 683-1 35-1111 植柳・高田・金剛・宮地

第 6 地域包括支援センター 
（ お れ ん じ ）日奈久塩南町 146-7 38-3373 日奈久・二見・坂本

名　　称 所在地 電話番号 担当地区

あ ん し ん 相 談 セ ン タ ー 一 灯 苑 坂 本 町 坂 本 1071 45-2320 坂本

あんしん相談センター さわやか荘 泉 町 下 岳 2974 67-2038 泉

八代市地域包括支援センター  一覧

八代市あんしん相談センター  一覧
坂本・泉地区には、あんしん相談センターも設置しています。
身近な相談窓口として、また介護や福祉サービスの申請代行などでもご利用ください。

第 3 地域包括支援センター
　　　　　　　　　　みらい

センター長
中田  秀博  さん
Nakada  Hidehiro

Interview
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
相
談
者
が
話
し
や
す
い
雰
囲

気
づ
く
り
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
何
が
問
題
か
を
相
談
者
と
一
緒

に
考
え
、
専
門
的
な
問
題
で
あ
れ

ば
、
弁
護
士
や
民
生
委
員
、
病
院

な
ど
と
も
連
携
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
月
に
一
度
開
催
す
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
会
議
で
も
、

各
セ
ン
タ
ー
で
困
っ
て
い
る
こ
と

を
相
談
・
情
報
交
換
し
、
各
種
事

案
の
解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、地
域
の
皆
さ
ん
に
安

心
し
て
い
た
だ
け
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、愛
さ
れ
る
支

援
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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施
設
更
新
の
経
緯

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
築
41
年
を
経
過
し
、
施
設

の
老
朽
化
と
、
ご
み
質
の
変
化
な
ど
に
よ
り
焼

却
処
理
能
力
が
大
幅
に
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
市
の
ご
み
を
適
正
に
処
理
で
き
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
に
代
わ
る
新
た
な
施
設
と
し
て
、
環
境
セ

ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
す
。

　

環
境
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
は
、港
町
加
賀

島
地
区
内（
内
港
）に
位
置
し
、敷
地
は
約
５
・
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ
で
す
。（
９
頁
上
段
参
照
）

　

ま
た
、
環
境
セ
ン
タ
ー
は
４
つ
の
基
本
方
針

に
基
づ
き
整
備
を
行
い
ま
す
。

主
な
施
設
の
概
要

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設

　

１
日
の
ご
み
処
理
能
力
は
１
３
４
ト
ン
。
処

理
方
式
は
ス
ト
ー
カ
方
式
で
、
焼
却
灰
は
セ
メ

ン
ト
資
源
化
し
ま
す
。
ご
み
を
燃
や
し
た
際
に

発
生
す
る
熱
を
利
用
し
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電

機
に
よ
り
発
電
し
ま
す
。
発
電
し
た
電
力
は
敷

地
全
体
で
利
用
し
、
余
っ
た
電
力
は
売
電
し
ま

す
。
床
面
積
約
８
７
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
地

上
５
階
建
て
、
煙
突
の
高
さ
５
９
メ
ー
ト
ル
。

■
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設

　

資
源
物
の
破
砕
や
選
別
、
圧
縮
の
処
理
と
保

管
な
ど
を
行
い
ま
す
。
屋
上
に
は
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
し
ま
す
。
１
日
の
処
理
能
力
は
18

ト
ン
、
床
面
積
約
６
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、

地
上
３
階
建
て
。

■
管
理
棟

　

市
職
員
の
事
務
室
や
映
像
で
の
学
習
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
も
利
用
可
能
。
１
５
０
人
収
容
で

き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
ご
み
処
理
や
リ

サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
学
習
、
自
然
環
境
学
習
な

ど
が
体
験
で
き
る
環
境
学
習
拠
点
施
設
と
し
て

整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
管
理
棟
と
各
施
設
は
連

絡
通
路
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
施
設
内
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

床
面
積
約
２
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
地
上

４
階
建
て
。

■
緑
地
エ
リ
ア

　

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
緑
地
公
園
。

※
ビ
オ
ト
ー
プ
や
遊
具
を
整
備
し
ま
す
。
将
来

の
建
替
え
用
地
。
広
さ
約
２
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

※
ビ
オ
ト
ー
プ
…
生
物
社
会
の
生
息
空
間

施設整備の基本方針
環 境 セ ン タ ー

資源の有効利用により、
で き る 限 り 最 終
処 分 し な い 施 設

長 期 の 安 定 稼 働 と
効率的に優れた施設

環 境 に 配 慮 し た
安 心 安 全 な 施 設

周辺と調和し、市民に親
しまれる環境拠点施設

 平成 30 年度から

八代市ごみ処理施設
清掃センターから環境センターへ

環境センターイメージ図
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環
境
セ
ン
タ
ー
移
行
後
に
つ
い
て

■
処
理
エ
リ
ア

　

こ
れ
ま
で
の
旧
市
、坂
本
だ
け
で
な
く
、新
た

に
千
丁
、鏡
、東
陽
、泉
も
含
め
た
市
全
域
を
対
象

地
区
と
し
ま
す
。

■
ご
み
の
出
し
方

　

ご
み
処
理
施
設
は
新
し
く
な
り
ま
す
が
、資
源

の
分
別
は
今
ま
で
通
り
行
い
ま
す
。生
ご
み
の
水
切

り
や
資
源
分
別
の
徹
底
な
ど
で
、燃
え
る
ご
み
の
減

量
を
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
課
☎
33
８
７
７
３

環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
の
主
な
流
れ

平
成
24
年
度

　

・
事
業
者
選
定
委
員
会
設
置

　

・
実
施
方
針
策
定

平
成
25
年
度

　

・
環
境
影
響
評
価
（
完
了
）

平
成
26
年
度

　

・
入
札
公
告

　

・
県
有
地
取
得

　

・
市
都
市
計
画
審
議
会（
位
置
の
決
定
）

　

・
八
代
市
環
境
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
・
運

　
　

営
事
業
の
落
札
者
決
定
、※
契
約
締
結

平
成
27
年
度

　

・
基
本
・
実
施
設
計

　

・
国
有
地
取
得
（
用
地
取
得
完
了
）

　

・
造
成
工
事
着
手

　

・
環
境
影
響
評
価
事
後
調
査
着
手

　
　
（
平
成
30
年
度
ま
で
）

平
成
28
年
度

　

・
建
設
工
事
着
手

平
成
29
年
度

　

・
外
構
工
事
他
着
手

平
成
30
年
度

　

・
供
用
開
始

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
の
設
計
施
工
運
営
（
20
年

　

間
）
を
日
立
造
船
と
契
約
締
結

①

②

③

⑴

⑵

⑴環境センター建設地

⑵清掃センター

工
事
に
関
し
て

　

現
場
周
辺
は
多
く
の
重
機
や
運
搬
車
な
ど
が

行
き
来
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
に
地

元
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

①
位
置
図

⑴
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
地
　
⑵
清
掃
セ
ン
タ
ー

②
配
置
計
画
図（
案
）

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
の
処
理
フ
ロ
ー
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■
市
の
現
状

　

市
で
は
、
平
成
18
年
か
ら
22
年
に
か

け
て
、
路
線
バ
ス
の
利
用
者
が
約
3
割

減
少
し
、
路
線
バ
ス
維
持
の
た
め
の
市

の
財
政
負
担
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
22
年
10
月
に
バ
ス

の
路
線
を
抜
本
的
に
再
編
し
た
と
こ

ろ
、
路
線
バ
ス
を
含
め
た
公
共
交
通
利

用
者
が
一
時
的
に
増
加
し
ま
し
た
が
、

近
年
は
、
利
用
者
が
再
び
減
少
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
は
、
平
成
27
年
3
月

に
「
八
代
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
（
以
下
、「
網
形
成
計
画
」
と
記
載
。）

を
策
定
し
、
市
内
の
公
共
交
通
の
問
題

点
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能

な
交
通
体
系
を
構
築
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

■
市
に
お
け
る
路
線
バ
ス
の
問
題
点
・

課
題

　
「
網
形
成
計
画
」
で
は
、
バ
ス
の
路

線
に
関
す
る
主
な
問
題
点
・
課
題
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
事
柄
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

⑴
1
便
あ
た
り
の
利
用
者
数
が
2
人
未

満
の
路
線
が
存
在
す
る
。

⑵
※
１
平
均
乗
車
密
度
が
１
・
０
未
満
の

路
線
が
存
在
す
る
。（
※
１
…
１
㎞
あ

た
り
の
平
均
利
用
者
。
１
・
０
未
満

の
場
合
、
全
く
利
用
者
が
い
な
い
区

間
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。）

⑶
利
用
者
が
比
較
的
少
な
い
、
市
街
地

以
外
の
エ
リ
ア
で
複
数
の
バ
ス
の
路

9
月
21
日
～
30
日
は

バスの路線再編検討中

問合せ　企画政策課　☎３３－４１０４

　市では、バスの路線について、市民の皆さんがより利用しやすいよう検討を
行っています。今回は、市の路線バスの現状とバスの路線再編について、お知
らせします。

線
が
重
複
し
、
他
の
地
域
に
比
べ
て

サ
ー
ビ
ス
が
過
剰
な
状
態
に
な
っ
て

い
る
区
間
が
あ
る
。

⑷
市
街
地
や
そ
の
周
辺
地
域
な
ど
、
人

口
が
顕
著
に
集
積
し
て
い
る
エ
リ
ア

で
も
、
駅
や
バ
ス
停
か
ら
離
れ
て
い

る
「
公
共
交
通
不
便
地
域
」
が
存
在

す
る
。

　
（
そ
の
他
の
利
便
性
や
運
賃
に
関
す

る
問
題
点
・
課
題
に
つ
い
て
は
市
Ｈ
Ｐ

な
ど
で
「
網
形
成
計
画
」
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。）

■
再
編
の
取
り
組
み
と
考
え
方

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
・
課
題

を
踏
ま
え
、
市
内
の
バ
ス
路
線
を
左
表

の
考
え
方
で
見
直
し
て
い
ま
す
。

取組内容 考え方

①公共交通ネット
ワークを維持し、
再編します

○公共交通のつながりを全体的に維持
しつつ、重複区間の解消や需要が少
ない区間の効率化を推進します。
○将来も維持していくことが望まし
い、幹線となる路線バスへ需要を集
約し、生活を支える移動手段を確保
します。

②公共交通不便地域
を解消します

○各地域の特性や需要に応じて、経路
の変更や運行形態の変更、予約型乗
合タクシーなどを含めた新たな公共
交通サービスの導入により、公共交
通不便地域を解消します。

③交通結節機能を強
化します

○鉄道、幹線となる路線バス、幹線を
補完する路線バス、乗合タクシーな
どのそれぞれの公共交通機関の役割
を踏まえ、お互いの乗継地点におけ
る利用者の利便性を確保します。

④中心拠点における
回遊機能を強化し
ます

○市街地循環バスの運行頻度の向上
や、需要に応じた経路の見直し、郊
外からの路線バスとの接続時間の調
整など、利便性をより一層向上させ、
中心拠点における回遊機能を強化し
ます。

　再編の取り組みと考え方

　市民の皆さんにとって、利用しやすい路線バスとな
るよう、見直しを進めていますので、引き続きご理解
とご協力をお願いします。

0

885

132

162

197

795

H19年度 H21年度 H23年度 H25年度 H27年度

772
699

626
646 661 657 596 574

24

22

27

23

27

23

27 26

23 24
400

0

乗合タクシー利用者数

路線バス財政負担額

財政負担計

バス利用者数

乗合タクシー財政負担額

50

100

150

200

800

1200

1600

〇バス路線再編
〇市街地循環バス運行開始
〇乗合タクシー運行開始

財政負担額
（百万円／年）

利用者数
（千人／年）

約5割増加

約3割減少

169
151

129 140
146

164 160163 169

187 183

138
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廣岡　要一 岩瀬　良孝 坂本校区（8人） 山本　憲一 　  橋本　佳久 太田郷校区（3人）
森永　成人 佐藤　隆包 　  平山　直喜 八千把校区（2人） 山本　政春        郷　 輝昭
奥川　淳市 木村　康夫 上村　一明 　  山本　芳彦 松高校区（2人） 　  竹原     康

  　寺田     浩 前田　唯義 笹木　忠継 　  平岡     洋 　  井上     孝 上田　孝之
松本　年生   　北島     章 中道　眞之 郡築校区（2人）      穂波　裕之 龍峯校区（2人）

20 校区
計 75 人

 任期
 平成 28 年　4 月　1 日
 平成 30 年　3 月 31 日

松岡　咲子 右田　貫治 鹿島　英樹 代陽校区（2人） 吉田　保則
山田　美奈子 山本　洋一 本田　耕治 古山　直志 米澤　道彦
東陽校区（6人） 山口　芳幸 昭和校区（1人） 　  松下     誠 宮地校区（2人）

三好　健一        森　 光春 武井　弘治郎 麦島校区（4人） 中川　勝造
上村　俊司 千丁校区（6人） 日奈久校区（4人）  　 森山     繁 山口　律子
前田　鉱治   　村田     汎 森　喜久男 平山　義彦 八代校区（3人）
山本　雄二 勝田　安則   　平田     強 吉村　昭生      有馬　光敏
稗村　勝彦 石橋　清一 城下　昭一郎 中村　都賜夫 　  田中     孝
松崎　正則 米村　義幸 橋本　正行 植柳校区（2人） 池鯉鮒　正弘
泉校区（8人） 久保田　勝 二見校区（3人） 片山　一郎 高田校区（5人）
緒方　光一 水永　清人 井本　良子 西田　和敏 近松　夫士治
村上　俊也 鏡校区（8人） 中山　安行 金剛校区（2人） 板本　正勝
岩﨑　常男 　  野田     優 帶刀　聖和 富田　俊一郎 　  元村     諒

9
月
21
日
～
30
日
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

あなたの地域の交通指導員を紹介します

　
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け

ま
し
ょ
う
。
9
月
30
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
で
す
。

発生件数 死者数 傷者数
H18年 816 10 1,032

H25年 534 　9 635

H26年 474 　9 577

H27年 355 　4 433

～～～

市の交通事故の発生状況

飲酒
運転

　

交
通
安
全
の
普
及
活
動（
交
通
教
室
、

イ
ベ
ン
ト
、
通
学
路
に
お
け
る
危
険
箇

所
年
間
合
同
点
検
な
ど
）
の
推
進
で
、

交
通
事
故
の
発
生
件
数
と
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
今
年
１
月
か
ら
５
月
ま
で

に
、１
２
３
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
、

１
５
９
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
・
起
こ
さ

な
い
た
め
に
も
、
交
通

ル
ー
ル
と
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
再
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
交
通
安
全
日
本
一
を

　
　
　
目
指
し
ま
し
ょ
う

　
秋
の
交
通
安
全
の

　
　
　 

　
　
運
動
重
点

夕
暮
れ
時
と
夜
間

の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通

事
故
防
止
（
反
射
材
用
品
な
ど
の

着
用
の
推
進
と
自
転
車
前
照
灯
の

点
灯
の
徹
底
）

後
部
座
席
を
含
め
た
全

て
の
座
席
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

飲
酒
運
転
の
根
絶

正
し
い
ル
ー
ル
で
交
通
安
全

　
笑
顔
は
マ
ナ
ー
と
や
さ
し
さ
か
ら

問
合
せ

　

八
代
警
察
署　
　

☎
33
０
１
１
０

　

氷
川
警
察
署　
　

☎
62
４
１
１
０

　

市
民
活
動
政
策
課
☎
33
４
４
８
２

　
地
域
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
き
に
、
交

通
指
導
員
の
誘
い
が
あ
っ
た
の
で
、
頑

張
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

主
に
、
毎
朝
小
学
生
の
登
校
に
合
わ

せ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
交
差

点
で
誘
導
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
と
話
す
の
が
楽
し
く
て
、
今
は
学

校
の
正
門
ま
で
送
り
届
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
も
成
長

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
交
通
指
導
員
に
な
っ
て
、
8
年
に
な

り
ま
す
。
主
に
、
駐
在
所
さ
ん
や
交
通

安
全
協
会
の
支
部
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
指
導
員
の
活
動
の
一
つ
と
し

て
、毎
朝
6
時
50
分
か
ら
1
時
間
程
度
、

川
田
町
東
の
交
差
点
で
小
学
生
の
通
学

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
大
き
な
あ
い
さ
つ
で
、
私
も
朝

か
ら
元
気
に
な
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
が
、
規
則

正
し
い
生
活
で
、
自
分
自
身
の
健
康
の

た
め
に
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

～

鏡校区
交通指導員
松岡  咲子さん

龍峯校区
交通指導員
吉田  保則さん

～

THE  INTERVIEW
THE  INTERVIEW
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平成28年4月1日現在

市職員の給与と
人事管理の状況を公表します
　八代市職員の給与は、国家公務員に準じ、市議会の議決を経て決めて
います。また、人事管理については、適正な人員管理を行うとともに採
用試験や職員研修を実施しています。

１．職員の任免と職員数の状況
⑴職員採用の状況　　　　　　　　　　　　　　（人）

⑵職員退職の状況　　　　　　　　　　　　　　  （人）

⑶部門別職員数の状況（各年度4月1日現在）　　　（人）

2．職員の給与の状況
⑴職員の初任給の状況（一般行政職）

⑵職員の平均給与月額と平均年齢の状況（一般行政職）

⑶職員手当の状況

⑸職員給与費の状況（普通会計決算：平成25年度～27年度）

⑷退職手当の状況（平成28年3月31日現在）

区　　　分 試験の程度 平成28年度

競
　
争
　
試
　
験

事 務 職 大卒程度 16
高卒程度 2

技 術 職 大卒程度 6
高卒程度 2

学 芸 員 大卒程度 1
保 育 士 短大卒程度 2
保 健 師 短大卒程度 2
社 会 福 祉 士 短大卒程度 2
看 護 師 短大卒程度 1
民間企業等経験者 － 2

合　　　　計 36
選考（再任用） 1
合　　　計 37

※「採用」は前年4月2日から当年4月1日までの数を計上

※退職手当の平均支給額は、平成27年度に退職した職員に支給された平均額

※平成17年4月1日から平成28年4月1日までに247人削減

注1）地方財政状況調査表引用。
注2）職員手当などには退職手当、児童手当を含まない。
注3）増減は平成25年度と27年度を比較した数値。

※平均給与には扶養手当や通勤手当などを含み、期末･勤勉手当は含まない

※「退職」は前年4月1日から当年3月31日までの間の数を計上

区　　分 平成 27年度
定 年 退 職 27 
早 期 退 職 5 
普 通 退 職 3 

その他（死亡退職） 1 
合　　計 36 

部　門 職　員　数 H17から
の増減H24 H25 H26 H27 H28

議  会 10 10 10 10 10 ▲ 8
総  務 236 230 222 235 236 ▲ 51
税  務 70 67 67 63 63 ▲ 25
民  生 159 164 165 170 170 ▲ 37
衛  生 79 77 76 69 70 ▲ 15
労  働 0 0 0 0 0 ▲ 4

農林水産 96 95 101 103 102 ▲ 18
商  工 40 42 37 38 37 5
土  木 109 106 104 100 100 ▲ 24
教  育 164 159 161 152 151 ▲ 58
水  道 19 20 19 19 19 1
下水道 40 37 39 35 34 ▲ 5
その他 92 86 86 87 91 ▲ 8
合計 1,114 1,093 1,087 1,081 1,083 ▲ 247

区　分 八代市 国
大　卒 176,700 円 176,700 円
短大卒 157,300 円 157,300 円
高　卒 144,600 円 144,600 円

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
331,667 円 377,986 円 43.7 歳

区　分 八　　代　　市 国
扶養手当 配偶者…13,000 円 

その他の扶養親族…1 人 6,500 円

同じ通勤手当
■自動車などを利用する場合 
　距離に応じて 2,000 円～ 31,600 円 
■ＪＲなどを利用する場合 
　運賃に応じて 55,000 円まで支給

住居手当 ■借家の場合 
　家賃に応じて 27,000 円を限度に支給

八代市 国

勤務年数 支給率（月数） 支給率（月数）
自己都合 早期・定年 自己都合 早期・定年

勤務２０年 20.445 月分 25.55625 月分 20.445 月分 25.55625 月分
勤務２５年 29.145 月分 34.5825 月分 29.145 月分 34.5825 月分
勤務３５年 41.325 月分 49.59 月分 41.325 月分 49.59 月分
最高限度額 49.59 月分 49.59 月分 49.59 月分 49.59 月分
平均支給額 

（平均勤務年数）
5,777 千円 

（12 年 1 月）
22,381 千円 

（36 年 9 月）

年度 普通会計
職員数(A)

給　与　費　：　普　通　会　計（千円）
給　　　料 職員手当など 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

H25 939 人 3,461,531 494,493 1,263,432 5,219,456
H26 937 人 3,474,599 529,159 1,308,345 5,312,103
H27 936 人 3,534,588 541,016 1,366,488 5,442,092
増減 △ 3 人 73,057 46,523 103,056 222,636
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問合せ　人事課☎33-4102
G jinji＠city.yatsushiro.lg.jp

4．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴勤務時間、休憩時間、週休日の状況
■1日の勤務時間  7時間45分、1週間の勤務時間  38時間45分

8．職員の福祉や利益の保護の状況
⑴職員の福祉の状況
■職員の健康診断の実施
■市町村職員共済組合・市職員互助会による事業の実施

9．その他
特別職の報酬などの状況

6．職員の服務の状況
服務に関する基本原則
地方公務員には、全体の奉仕者として公共の利益のために勤
務し、全力を挙げて職務に専念しなければならない根本基準
のほか、次のような義務が定められています。
①法令や上司の職務上の命令に従う義務
②信用失墜行為の禁止
③秘密を守る義務　④職務に専念する義務
⑤政治的行為の制限　⑥争議行為などの禁止
⑦営利企業などの従事制限

5．職員の分限と懲戒処分の状況（平成27年度）

7．職員の退職管理の状況

⑵休暇制度の概要

⑵育児休業の取得状況（平成27年度）

⑶利益の保護の状況（平成27年度）

3．職員の研修と人事評価の状況
⑴職員研修の実施状況

※博物館などの教育施設、市立病院などは除く
※平成26・27年度に退職した人のうち、営利企業などに再就職した人の
　数を計上

※育児休業（無給）は、育児に係る子が満３歳になるまで取得可

　　研修体系を『自己啓発』『職場内研修』『職場外研修』に区分し、職員の資質と能力の向上を目指して計画的に実
施しています。

自己啓発 職員の能力開発の一環として、意欲ある職員の自己啓発を推進・助成することを目的としています。

職場内研修 職場内研修担当者を中心に、自由に提案や意見が出やすい雰囲気づくりを行い、職場内研修を活発
化し、職員の意識改革を促し、学習意欲を引き出すことを目的としています。

職場外研修 人事課が実施する研修として『集合研修』と『派遣研修』の２種類に分けて行っています。
『集合研修』では、「新規採用職員」「中級職員」「管理監督職員」などが、それぞれの階層に必要な知識・
能力を習得します。
『派遣研修』では、中堅職員として必要な専門知識・技術を習得し、さらには国や県などの先進的な行
政手法を学び、職員の資質・能力の向上を図ることを目的としています。

⑵人事評価の実施状況（平成27年度）
　人事評価は、職員の能力開発などの人材育成を主な目的として、毎年、全職員を対象として実施しています。
　評価については、発揮された能力を客観的に評価する能力評価と、設定された目標の達成度により評価する業績
評価に分けて実施しています。

勤務時間 休憩時間 週休日
8:30 ～ 17:15 12:00 ～ 13:00 土曜日、日曜日

休暇の種類 付　与　要　件 付与日数

年 次 有 給 休 暇 職員の請求時 年20日を限度に付与

病 気 休 暇 職員の負傷・疾病に
よる療養

必要と認める期間
（90 日以内）

特
別
休
暇
（
主
な
も
の
）

結 婚 休 暇 結婚式などの行事 5 日以内
産 前 休 暇 8週間（多胎妊娠14週

間）以内に出産予定
出産日までの請求
期間

産 後 休 暇 女性職員が出産した場合 8 週間
育 児 休 暇 生後満 1 歳に達しな

い子の育児 1日2回・各々30分
親 族 の 死 亡
休 暇 親族の死亡 1 日～ 7 日

夏 季 休 暇 7 月～ 9 月の期間に
おける休暇 3 日

子 の 看 護
休 暇

中学校就学前の子の
看護

年5 日（中学校就学
前の子が2人以上の
場合は10 日）以内

組 合 休 暇 許可を得て職員団体
の業務に従事 年30日以内（無給）

介 護 休 暇 家族の介護を行う 6 ヶ月を超えない
範囲（無給）

処分（事由） 件　　数
分限処分 休職（私傷病等） ２
懲戒処分 停職 １

退職時の役職 再就職者数
H26退職者 H27退職者

部長級 １ １
次長級 ３ ０
課長級 ０ １

新たに育児休業の対象となった職員
うち取得者

男性職員 １７ １
女性職員 １２ １２

計 ２９ １３

内　　容 件　数
職 員 の 給 与、 勤 務 時 間 そ の 他 勤 務 条 件
に関する措置の要求 ０
職 員 に 対 す る 不 利 益 な 処 分 に つ い て の
不服申立て ０

区　　分 給料（報酬）月額など
給

料
・

報

酬

市　　  　長 ９１４，０００円
副　 市　 長 ７３１，０００円
常勤監査委員 ４９３，０００円
教 　育 　長 ６３９，０００円
議　　　  長 ４９３，０００円
副　 議　 長 ４４８，０００円
議　　　  員 ４２０，０００円

期末手当（年間） ３．１５月分

市ホームページにも掲載してありますので、ご覧ください。
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お
知
ら
せ

仮設庁舎への移転の
お知らせ

　市では、市役所本庁舎敷地北側に仮
設庁舎を建設しています。仮設庁舎は、
9 月末に完成する予定で、１０月には
窓口サービスを中心に業務を開始でき
る見込みです。
　移転する部署等の詳細は、広報やつ
しろ 10 月号でお知らせします。
問合せ　財政課☎ 33 －４１０６

平
成
28
年
度
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定
試
験
開
催

と　

き
　

11
月
13
日
㈰
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

熊
本
学
園
大
学

試
験
案
内
配
布　

9
月
1
日
㈭
か
ら
市
下
水
道
総
務

　
　
　
　
　
　

課
で
配
布

申
込
受
付
期
間　

9
月
5
日
㈪
～
30
日
㈮　

費　

用　

５
０
０
０
円

　
　
　
　
（
※
希
望
者
に
は
有
料
で
講
習
会
あ
り
）

申
込
み
・
問
合
せ　

熊
本
市
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
公

社
へ
郵
送
（
9
月
30
日
消
印
有
効
）

　

ま
た
は
持
参
（
9
月
30
日
午
後
5
時
ま
で
）

　

〒
８
６
２-

０
９
５
０

　

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
6
丁
目
2
番
45
号

　

☎
０
９
６
（
２
８
８
）
７
３
６
２

マイナンバー
Ｑ＆Ａ②

■質問　　　　　　　　　　  
マイナンバーで個人情報はすべて国
に把握されてしまうの？
□答え　　　　　　　　　　  
　マイナンバー制度は、国が新たな
個人情報を把握したり、これまで以
上に個人情報を集約したりするもの
ではありません。あくまでこれまで
行政機関が持っていた個人情報につ
いて、社会保障・税・災害対策の分
野に限定した上で、スムーズかつ公
平に手続きを行うために、マイナン
バーを活用するものです。
　必要な情報を必要な時だけやりと
りする「分散管理」という仕組みで
あり、特定の共通データベースを作
ることもありませんので、そういっ
たところからまとめて情報が漏れる
こともありません。
　　   企画政策課☎３３－４１０４

マイナちゃん

宝
く
じ
助
成
事
業
で
大
還
公
民
館

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
大
還

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

〈
保
管
期
限
は
平
成
28
年
12
月
末
〉

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始
に
よ
り
、
昨
年
11
月

か
ら
12
月
に
か
け
て
市
民
の
一
人
ひ
と
り
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
通
知
す
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載

し
た
通
知
カ
ー
ド
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
通
知
カ
ー
ド
は
、
簡
易
書
留
で
郵
送
し
て
お

り
、
不
在
な
ど
の
理
由
に
よ
り
受
け
取
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、
市
で
保
管
し
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
て
い

な
い
人
に
は
連
絡
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
約
1
千
世

帯
、
約
１
４
０
０
人
分
の
通
知
カ
ー
ド
が
受
け
取
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
通
知
カ
ー
ド
の
保
管
期
限
も
、
平

成
28
年
12
月
末
と
迫
っ
て
き
て
ま
す
の
で
、
受
け
取

り
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
通
知
カ
ー
ド
は
、
緑
色
の
紙
製
の
カ
ー
ド
で
、
住

　

民
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。（
顔

　

写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
）

保
管
期
限　

平
成
28
年
12
月
末　

受
取
場
所　

千
丁
支
所
1
階
市
民
課（
9
月
末
ま
で
）

　

八
代
市
役
所
市
民
課
（
本
庁
舎
北
側
仮
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
～
12
月
末
予
定
）

受
取
時
間　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

受
取
方
法　

■
同
一
世
帯
員
の
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
場
合

　

来
庁
者
の
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
公
的
な
身

分
証
明
書
1
点
ま
た
は
健
康
保
険
証
な
ど
の
顔
写

真
な
し
の
公
的
な
身
分
証
明
書
2
点

■
別
世
帯
の
人
が
受
け
取
る
場
合

　

必
ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
課
☎
33
４
１
１
０

自
治
会
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

備
品
（
野
外
掲
示
板
、会
議
机
等
）

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
は
、
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報

事
業
費
を
財
源
と
し
て
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
助
成
決
定
を
行
う
も
の
で
、
今
後
の
大
還

自
治
会
の
ま
す
ま
す
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

広　　告
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八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

■
市
内
の
空
き
家
・
空
き
地
を
管
理
し
ま
す

　

基
本
サ
ー
ビ
ス　

７
０
０
円
／
月
（
税
込
）

内　

容

　

・
月
1
回
の
現
地
巡
回
と
報
告
（
外
部
か
ら
の
目

　

視
に
よ
る
巡
視
、
郵
便
受
け
の
確
認
、
写
真
撮

　

影
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
報
告
）

　

・
近
隣
か
ら
の
苦
情
な
ど
の
初
期
対
応

　

・
不
法
侵
入
者
の
通
報
と
報
告

　

・
必
要
時
の
専
門
業
者
の
紹
介

　

※
そ
の
他
オ
プ
シ
ョ
ン
あ
り

■
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
に
ヨ
ガ
教
室

　

は
い
か
が
で
す
か

と　

き　

毎
週
水
曜

　
　
　
　

午
前
9
時
50
分
～
10
時
40
分

　
　
　
　

午
前
10
時
50
分
～
11
時
40
分

　
　
　
　

い
ず
れ
か
の
時
間
帯

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

月　

謝　

２
５
０
０
円

　
　
　
　

※
無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン
受
付
中

■
入
会
者
募
集
中
　（
説
明
会
を
開
催
）

と　

き　

9
月
7
日
㈬
、
21
日
㈬
、
10
月
5
日
㈬
、

　
　
　

19
日
㈬　

午
後
1
時
30
分
～

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

持
参
品　

写
真
、
認
印
、
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か

　
　
　

肥
後
銀
行
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
の
本
人
名
義

　
　
　

の
も
の
）

会　

費　

２
０
０
円
／
月
額
（
夫
婦
入
会
は
半
額
）

資　

格　

市
内
在
住
で
平
成
29
年
3
月
末
ま
で
に
60

　
　
　

歳
以
上
に
な
る
人

問
合
せ　

八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
33
２
７
１
１

市
政
に
関
す
る
具
体
的
な
テ
ー
マ
の
も
と
に

市
民
と
市
長
が
懇
談
す
る
「
市
民
と
市
長
と
の
テ

ー
マ
ト
ー
ク（
懇
談
会
）」の
開
催
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

市
内
に
居
住
、
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
団
体
や
グ
ル
ー

プ
（
各
種
団
体
、
自
治
会
、
企
業
、
学
校
の
サ

ー
ク
ル
な
ど
）
で
、
特
定
の
政
党
を
支
持
す
る

団
体
や
暴
力
団
、
宗
教
を
目
的
と
す
る
団
体
な

ど
は
除
き
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

一
方
的
な
要
求
や
苦
情
な
ど
で
は
な

く
、広
く
市
民
生
活
に
関
す
る
事
柄
の
中
か
ら
、

具
体
的
な
テ
ー
マ
を
団
体
な
ど
で
設
定
し
て
く

だ
さ
い
。

■
参
加
人
数　

原
則
と
し
て
10
人
か
ら
30
人
ま
で

■
開
催
月　

11
月
、
１
月
、
２
月
（
後
期
）

■
開
催
日
時　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
の
間
で
、
時
間
は
90
分
以
内

■
開
催
場
所　

申
込
団
体
な
ど
が
設
定
さ
れ
た
場

所
（
市
内
に
限
る
）
で
行
い
ま
す
。
会
場
使
用

料
な
ど
を
要
す
る
場
合
は
、
ご
負
担
い
た
だ
き

ま
す
。

■
開
催
方
法　

１　

会
場
の
手
配
や
準
備
は
、
主
に
申
込
団
体
な

ど
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２　

市
長
の
ほ
か
市
長
が
必
要
と
認
め
る
職
員
が

同
席
し
ま
す
。

３　

懇
談
会
の
内
容
は
、
団
体
な
ど
の
代
表
者
か

ら
の
趣
旨
説
明
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
市
長
説

明
、市
民
と
市
長
と
の
懇
談
を
基
本
と
し
ま
す
。

４　

質
疑
や
意
見
交
換
を
す
る
場
と
し
、
一
方
的

な
要
求
や
苦
情
な
ど
は
話
題
と
し
ま
せ
ん
。

■
開
催
申
込　

テ
ー
マ
や
開
催
希
望
日
時
（
第
１

～
第
３
希
望
）、
開
催
場
所
な
ど
を
申
込
書
に

記
入
し
、
秘
書
広
報
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
（
持

参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
）。
会
則
や
規

約
が
あ
る
場
合
は
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
秘
書
広
報
課
（
鏡
支

所
２
階
）、
鏡
支
所
を
除
く
各
支
所
地
域
振
興

課
・
出
張
所
・
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、

同
一
団
体
な
ど
の
開
催
申
込
は
、
１
年
に
つ
き

１
回
で
す
。

■
申
込
期
限　

９
月
30
日
㈮

■
開
催
決
定　

テ
ー
マ
や
開
催
希
望
日
時
な
ど
を

確
認
し
、
開
催
可
否
の
決
定
通
知
書
を
お
送
り

し
ま
す
。
な
お
、
開
催
決
定
後
、
緊
急
の
事
情

が
生
じ
た
場
合
に
は
開
催
を
延
期
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
公
表　

開
催
し
た
テ
ー
マ
ト
ー
ク
の
概
要
は
、

広
報
や
つ
し
ろ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

表
し
ま
す
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
☎
33
４
１
０
１

　市
民
と
市
長
と
の

テ
ー
マ
ト
ー
ク（
懇
談
会
）

広　　告
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9 月 市民カレンダー

　　個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
＜八代保・鏡保健センター＞

　　個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
＜八代保・鏡保健センター＞

　　個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
＜八代保・鏡保健センター＞

熊本県中央児童相談所
☎096-381-5010
八代児童相談所☎32-4426

　 出産養育の相談
出産や養育に不安がある
人はご相談ください。
平日 8：30 ～ 17：15

◆3歳児健診（鏡保）
H25.3/2 ～ 4/3生

◇4ヵ月児健診（八代保）
H28.5/3 ～ 5/11生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
H27.2/9 ～ 2/21生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
H27.1/25 ～ 2/8生

◆1歳6ヵ月児健診（鏡保）
H27.2/18 ～ 3/27生

◆4ヵ月児健診（鏡保）
H28.4/18 ～ 5/18生

◇4ヵ月児健診（八代保）
H28.5/12 ～ 5/23生

◇4ヵ月児健診（八代保）
H28.4/20 ～ 5/2生

◇7ヵ月児健診（八代保）
H28.1/17 ～ 1/28生

◇7ヵ月児健診（八代保）
H28.2/7 ～ 2/21生

◆7ヵ月児健診（鏡保）
H27.12/20 ～ H28.2/1生

熊本県女性相談センター
☎096-381-4340
月～土（祝日を除く）
9:00 ～ 20:00

妊娠とこころの相談
思いがけない妊娠で悩ん
だらご相談ください。

9//24 ～ 30 は「 結 核 予
防週間」です。結核は昔
の病気ではありません。2
週間以上せきやタンが続
くようであれば医療機関
を受診しましょう。

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:2回食の乳児とその保護者

（要予約：八代保☎32-7200）

◇2歳児歯科健診（八代保）
H26.5/14 ～ 5/28生

◇2歳児歯科健診（八代保）
H26.5/29 ～ 6/16生◆2歳児歯科健診（鏡保）

H26.4/12 ～ 6/14生

受付　9:45～10:00
  ＜鏡保健センター＞

　　
母子健康手帳交付

受付　9:45～10:00
  ＜鏡保健センター＞

　　
母子健康手帳交付

◇母子健康手帳交付
毎週火曜 受付 9:45 ～ 10:00
＜八代市保健センター＞

●救急の日 2016
　in イオン八代
　14:00～16:00

□献　血
八代警察署　9:30～12:00
サンテック八代工場
　　　　13:30～15:30

□献　血
イオン八代ショッピングセンター
10:00～11:30
12:40～16:00

□献　血
八代広域消防本部
  9:30～12:00
市医師会館
13:30～15:30

◇3歳児健診
（八代保）
H25.4/20 ～ 5/1生

◇3歳児健診（八代保）
H25.5/2 ～ 5/15生

◇3歳児健診（八代保）
H25.4/11～4/19生

♥妊婦さんへ思いやりを

思いやりある
心 遣 い をお願
いします。

右下のマタニティマー
クをつけている人は、
妊婦さんです。

「電車などで席を譲る」 
「タバコは控える」など、

□献　血
ゆめタウン八代
10:00～11:30、12:40～16:00

◇7ヵ月児健診
（八代保）
H28.1/29 ～ 2/6生

急病のときは
● 夜間急病
　八代市夜間急患センター☎31-6999 をご利用ください。
　（平山新町、国道3号沿い：中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
　 診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
　 診療時間：月曜から土曜の 19:00 ～ 22:00

★小児科は、日曜・祭日も診療を行います。 5月連休、年末年始は休診。

☎32-7200（八代市保健センター）
☎52-5277（八代市鏡保健センター）

こども発達相談
　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ちつきがないなど）のある人は、ご相談くださ
い。必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

　　　9月 8日㈭　9:00 ～ 12:00
　　　9月26日㈪ 13:30 ～ 16:30　　
　　　　要予約：八代市保健センター☎32-7200

こころの健康相談
　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

ご相談ください

● 小児救急電話相談　（19:00 ～ 24:00）
   お子様の急病には ＃8000 番（ダイヤル回線の場合
　☎096-364-9999）をご利用ください。

9月13㈫・23日㈮ 　 14:00 ～ 16:00
要予約：八代保健所☎33-3229

精 神 保 健 相 談
　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

《問合せ先》八代市保健センター☎32-7200
                    八代市鏡保健センター☎52-5277

定期予防接種

対象：生後 1 歳に達するまでBCG
対象：生後 3 月～ 90 月に達するまで四種混合

対象：生後 12 月～ 36 月に達するまで　水痘

対象：11 歳以上 13 歳未満二種混合

対象：1 期　生後6月～90月に達するまで
          2 期　9 歳以上 13 歳未満

（平成 7 年 4 月 2 日～ 19 年 4 月 1 日生まれで 20 歳
未満の人、平成 19 年 4 月 2 日～ 21 年 10 月 1 日
生まれで第 1 期・第 2 期の年齢にある人は、特例措
置の対象となります。詳しくはお問い合わせください）

日本脳炎

対象：生後 2 月～ 60 月に達するまでヒ　ブ

対象：1 期　生後12月～24月に達するまで
          2 期　小学校就学前 1 年間

麻しん風しん
混合（MR）

対象：生後 2 月～ 60 月に達するまで小 児 の
肺炎球菌

対象：小学 6 年生～高校 1 年生相当
（現在、積極的にはお勧めしていません。詳しくは市
ホームページをご覧ください）

子宮頸がん
（女性のみ）

対象：1 歳に達するまで
（平成 28 年 4 月以降に生まれた人に限る）

● 平成28年10月1日から
　Ｂ型肝炎の予防接種が始まります

※詳細は市ホームページなどで後日お知らせします

9 月は健康増進普及月間です。
「1 に運動、2 に食事、しっかり禁煙、

最後にクスリ」（統一標語）
あなたも健康のことを考えてみましょう！

□献　血
市役所千丁支所
10:00～12:00、13:00～16:00

敬老の日（9月19日）
◎「燃えるごみ」の収集は通常通り
◎「資源の日」の収集
　八代地域の該当町内は9月17日㈯に振替

秋分の日（9月22日）
◎「燃えるごみ」の収集はお休み
◎「資源の日」の収集
　八代地域の該当町内は9月24日㈯に振替

【ごみの持込受付】
・市清掃センターはお休み
・クリーンセンター（氷川町）は通常通り

【ごみの持込受付】
・市清掃センター、クリーンセンター
　（氷川町）はお休み

※休日在宅医は、変更になる場合があります。医師会のテ
　レホンサービスでご確認ください。

八代市医師会 ☎34-7001  八代郡医師会 ☎62-2212

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝祭日の 10:00 ～ 16:00

★ 休日歯科診療 ☎31-8020

休 日 在 宅 当 番 医

診療時間 9:00 ～ 17:00

 火 災 情 報

● 火災情報ダイヤル
　☎0180-999-194
　http://www.yatsushiro-fd.com/

● 火災救急件数
　　（7月分月計）
　火　災　　　   　０件
　救　急　　 ５４６件    

● 7月末日現在
人　口　 129,979 人
　男　　　60,440 人
　女　　　69,539 人
世帯数  　 55,114 戸

納 税 情 報 9月のごみ収集・施設受付

《問合せ》 　廃棄物対策課（清掃センター内）☎32-4675、各支所の市民サービス係
　　　　　 クリーンセンター（氷川町）☎62-3304

人口と世帯

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

市民課・こども未来課
国保ねんきん課・市民税課

19:00まで

毎週木曜は窓口延長実施中

毎月１1日は
人権を確かめ合う日

毎月19日は食育の日

資源の日 日曜日版

資源の日 日曜日版

　　毎月第１日曜日は
「やつしろ健康の日」
休養で　病気予防し
健康長寿

各種乳幼児健診はすべて 13:00 開始です。

旧八代市・坂本町の人は　◇八代市保健センター(八代保)☎32-7200 
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は◆八代市鏡保健センター（鏡保）☎52-5277

ご確認ください♪

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

日 病院名 町名 電話番号

4
日

磧本胃腸科外科医院 松 江 町 33-0321
増田内科・胃腸内科（小児も可） 永 碇 町 62-8100
ふ く ろ 町 ク リ ニ ッ ク 袋町 32-1222
稲 生 産 婦 人 科 内 科 氷 川 町 62-2008
ひ か わ 医 院 氷 川 町 62-8139
峯　苫　医　院 坂 本 町 45-2127

11
日

む ら た ク リ ニ ッ ク 横手本町 34-1872
中 村 内 科 医 院（小児も可） 花 園 町 33-8885
福 満 内 科 医 院 松 江 町 35-0293
武内外科胃腸科医院 氷 川 町 52-7811
丸　田　医　院 千 丁 町 46-0027

18
日

丸　田　病　院 萩原町 1 35-3100
泉 内 科 医 院  （小児も可） 海士江町 35-6780
大　塚　医　院 日奈久東町 38-0047
井　上　医　院 東 陽 町 65-2121
松　本　医　院 鏡　町 52-0330

19
日

あらき整形外科医院 旭中央通 32-2524
和田小児科医院 大手町 2 32-2755
本田クリニック 西松江城町 32-3410
上 村 整 形 外 科 医 院 氷 川 町 62-3377
緒 方 内 科 医 院 氷 川 町 62-2013

22
日

田中泌尿器科外科医院 錦　 町 33-1100
ち り ふ 内 科  （小学生以上可） 豊原中町 32-6000
平　成　病　院 大 村 町 32-8171
黒田耳鼻咽喉科医院 鏡　町 52-8787
保　田　医　院 鏡　町 52-0037

25
日

む ら た ク リ ニ ッ ク 横手本町 34-1872
八 代 敬 仁 病 院 海士江町 34-7911
しおさき内科・胃腸科クリニック 日奈久塩南町 38-1700
よかと整形外科リウマチクリニック 鏡　町 46-8110
前 田 内 科 医 院 鏡　町 52-1310
横 田 診 療 所 泉　町 67-2010

秋分の日敬老の日

納 税 情 報
● 今月の納税　  納期限　9 月 30 日㈮

国民健康保険税 6 期

● 夜間納税窓口開設 （実施日はカレンダー内に表示）
　 場　 所  ：千丁支所１階納税課　　
※安全、便利、確実な口座振替に加入しましょう 問合せ　納税課 ☎33-4109

　納付場所：コンビニエンスストア（対象店舗は納付書などに　
　　　　　　記載）、各支所、各出張所、市内の各銀行、信用組合、
　　　　　　信用金庫、労働金庫、農業協同組合、九州管内のゆ
　　　　　　うちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）
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博物館展示案内（９月）
問合せ 博物館☎34-5555

開館時間  午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
観 覧 料
9 月4 日㈰まで《特別展料金》
▶一般400円（320円）、 高大生300円（240円）
9月6日㈫以降《常設展料金》
▶一般300円（240円）、 高大生200円（160円）
▶中学生以下無料、（　）内は20人以上の団体料金

特
別
展
示
室

◆夏季特別展覧会
　行ってみよう！江戸時代－八代の町と村－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催中 ～ 9/4 ㈰
◆八代市文化祭（入場無料）
　白竜書道会　　　　　   9/7 ㈬午後から ～ 9/11 ㈰
　八代美術協会　　　　　　　 9/13 ㈫ ～ 9/18 ㈰
　八代市写真愛好会　　　 　　9/21 ㈬ ～ 9/25 ㈰
　八代市写真連盟　　　　　　 9/27 ㈫ ～ 10/2 ㈰
　八代市書道連盟　　　　　   10/4 ㈫ ～ 10/10 ㈷

常
設
展
示
室
 ・
第
二
常
設
展
示
室

◆考古　弥生時代の集落　   　     開催中 ～ 9/25 ㈰
◆考古　
　古代の八代～文字の世界　　 9/27 ㈫ ～ 12/25 ㈰
◆八代城
　 瓦からわかる麦島城・八代城　   開催中（通年）
◆古文書をよむⅢ
　加藤清正の手紙　　　　　 　  開催中 ～ 9/25 ㈰
◆古文書をよむⅣ
　古文書が語る加藤正方　　   9/27 ㈫ ～ 12/25 ㈰
◆八代の工芸 八代染韋　　      開催中 ～ 10/2 ㈰
◆くまもとの金工 
　 釘谷洞石の世界　　　　　    　　　　　   開催中 ～ 9/19 ㈪
◆くまもとの金工 
　 肥後鐔の魅力　　　　　    　　　　　     　   9/21 ㈬ ～翌 4/9 ㈰
◆八代焼Ⅱ 
　象嵌の技法　　　　　   　   開催中 ～ 9/25 ㈰
◆八代焼Ⅲ 
　茶道具　　　　 　   　    　 9/27 ㈫ ～ 12/25 ㈰
◆民族
　むかしの道具　　　　  　   9/27㈫ ～翌 3/26 ㈰
◆坂本木々子の七夕綱　  　  　   開催中 ～ 10/16 ㈰
◆和紙
　広重の絵封筒　　　　　　  　　 開催中 ～ 9/11 ㈰
◆和紙Ⅳ
　和紙作りの道具　　　　　  9/13 ㈫  ～翌 1/15 ㈰
◆米作りの道具
　 お米はどうやってできるの？　   開催中（通年）
◆松井文庫Ⅱ 
　描かれた動物たち 　　　　    開催中 ～ 9/11 ㈰
◆松井文庫Ⅲ
　 松井家の江戸参府　　  　  9/13㈫ ～ 10/16 ㈰

９月の休館日
5㈪、12㈪、20㈫、26㈪

博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

博
物
館
特
別
展
示
室
利
用
申
込
の

ご
案
内

　

博
物
館
で
は
、
特
別
展
示
室
を
文
化
活
動
の
発
表

の
場
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
有
料
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
絵
画
、
彫
刻
、
写
真
、
工
芸
、
書
道
な
ど
、

作
品
展
示
の
会
場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
前
期
（
平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
平

成
29
年
9
月
30
日
ま
で
）
の
利
用
申
込
は
、
10
月
1

日
か
ら
博
物
館
の
事
務
所
で
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し

く
は
、
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

博
物
館
☎
34
５
５
５
５

←

建
築
物
に
関
す
る
中
間
検
査
制
度
の

実
施
期
間
を
延
長

　

市
で
は
、建
築
物
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

建
築
確
認
さ
れ
た
建
築
物
の
工
事
施
工
中
に
適
正
な

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
か
中
間
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
実
施
期
間
を
7
月
31
日
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
平
成
33
年
7
月
31
日
ま
で
5
年
間
延
長

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
定
め
た
工
程
で
中
間
検
査
を
受
け
、
中
間

検
査
合
格
証
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
、
次
の
工
事

に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と

「
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
」

の
申
請
に
つ
い
て

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
、
8
月

末
ま
で
に
、
個
別
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

支
給
対
象
者　

平
成
28
年
1
月
1
日
時
点
で
八
代
市

に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
28
年
度
分
の
市
県
民
税

（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
。
た
だ
し
、

課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る

人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

支
給
額　

３
０
０
０
円
／
1
人

　

※
「
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
」
の

対
象
者
は
、
1
人
に
つ
き
3
万
円
を
加
算
。
た
だ

し
、「
高
齢
者
向
け
給
付
金
」
と
の
重
複
支
給
は

あ
り
ま
せ
ん
。
申
請
書
受
付
後
、
支
給
ま
で
2
ヵ

月
程
度
か
か
り
ま
す
。

申
請
期
間　

９
月
1
日
㈭
～
12
月
１
日
㈭

申
請
先　

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
推
進
室  

古
閑
中
町
宅
地
（
保
留
地
）
分
譲
中

　

先
着
順
で
随
時
販
売
し
て
い
ま
す
。
区
画
や
販
売

価
格
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
同
一
週
内
に
応
募
者
が
重
複
し
た
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

八
千
把
地
区
土
地
区
画
整
理
事
務
所

　
　
　
　

☎
30
０
８
２
２

（
熊
本
総
合
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
事
務
局
4

階
）

　

各
健
康
福
祉
地
域
事
務
所
（
各
支
所
内
）

　

※
千
丁
支
所
は
10
月
か
ら
受
付
予
定

　

日
奈
久
出
張
所
、
二
見
出
張
所

問
合
せ　

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
推
進
室

　
　
　
　

☎
31
１
０
２
４

広　　告
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全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

と　

き　

９
月
５
日
㈪
～
11
日
㈰

受
付
時
間　

平
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
　
　
　
　

土
日
：
午
前
10
時
～
午
後
５
時

担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員

相
談
内
容　

虐
待
や
差
別
、
偏
見
な
ど
高
齢
者
・
障

害
者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

中
間
検
査
の
内
容　

　
⑴
対
象
建
築
物

　
　

主
に
多
数
の
人
が
利
用
す
る
建
築
物
（
劇
場
、

　

集
会
場
、
病
院
、
診
療
所
、
旅
館
、
共
同
住
宅
、

　

学
校
、
体
育
館
、
ス
ポ
ー
ツ
場
、
店
舗
等
）
で
鉄

　

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造（
そ
の
他
の
構
造
で
2
階
床
、

　

梁
に
配
筋
さ
れ
る
も
の
を
含
む
）
の
新
築
、増
築
、

　

改
築
を
行
う
部
分
の
階
数
が
3
以
上
の
建
築
物

　

⑵
中
間
検
査
を
す
る
工
程

　
　

2
階
の
床
、
梁
の
配
筋
終
了
時

　

※
県
、
熊
本
市
も
同
時
に
延
長

問
合
せ　

建
築
指
導
課
☎
33
４
７
５
０

県
の
就
職
相
談
室

　

県
の
就
職
相
談
室
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
や
つ
し
ろ
」

は
、
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
無
料
相
談

室
で
す
。
就
職
を
希
望
す
る
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と　

き　

平
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時

と
こ
ろ　

八
代
地
域
振
興
局
1
階

相
談
内
容　

就
職
活
動
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
、
適

　

正
診
断
を
受
け
て
み
た
い
、
求
人
情
報
を
活
用
し

　

た
紹
介
状
交
付
、
書
類
作
成
や
面
接
対
策
な
ど
。

問
合
せ　

県
労
働
雇
用
創
生
課
☎
33
３
７
５
６

　

※
相
談
内
容
は
秘
密
厳
守

相
談
先　

０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

問
合
せ　

熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局

　
　
　
　

☎
32
２
６
５
４

選
挙
あ
れ
こ
れ

■
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
選
挙
人
名
簿
の
登
録

　

天
草
不
知
火
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
を
調
製
し
ま
す
。名
簿
に
登
録
さ
れ
な
け
れ
ば
、

選
挙
の
と
き
に
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

登
録
資
格
要
件　

平
成
10
年
12
月
6
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
1
つ
に
該
当
す
る
人

　

①
八
代
市
内
に
住
所
か
事
業
所
を
有
す
る
人
で
、

1
年
に
90
日
以
上
漁
船
を
使
用
す
る
漁
業
を
営
み
、

ま
た
は
こ
れ
に
従
事
す
る
人
（
法
人
を
含
む
）

　

②
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
委
員
、
漁
業
協
同
組

合
・
連
合
会
の
役
員
（
前
記
に
該
当
し
な
く
て
も
、

任
期
中
や
退
任
後
最
初
に
行
わ
れ
る
選
挙
に
つ
い
て

は
、
な
お
資
格
を
有
す
る
）

申
請
現
在
日　

9
月
1
日
㈭

申
請
期
限　

9
月
5
日
㈪

　

※
現
在
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に

　

は
、
各
漁
協
を
通
じ
て
申
請
書
を
配
付
し
ま
す
。

　

予
備
の
申
請
書
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
各

　

漁
協
、
千
丁
支
所
地
域
振
興
課
、
鏡
支
所
地
域
振

　

興
課
、
昭
和
出
張
所
、
郡
築
出
張
所
、
松
高
公
民

　

館
、
八
千
把
出
張
所
、
八
代
公
民
館
、
麦
島
公
民

　

館
、
植
柳
公
民
館
、
金
剛
出
張
所
、
日
奈
久
出
張

　

所
、
二
見
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

提
出
先　

各
漁
協
か
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

■
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

9
月
1
日
現
在
で
調
製
す
る
選
挙
人
名
簿
（
年
4

回
の
定
時
登
録
）
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

　

転
入
し
て
き
た
人
や
満
18
歳
に
な
っ
た
人
、
あ
る

い
は
海
外
在
住
者
で
在
外
選
挙
人
証
の
交
付
を
受
け

た
人
の
名
前
が
名
簿
に
載
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
資
格
要
件　

日
本
国
民
で
平
成
10
年
9
月
2
日

以
前
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

①
八
代
市
に
平
成
28
年
6
月
1
日
ま
で
に
住
民
票

の
登
録
を
し
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人

　

②
平
成
28
年
5
月
1
日
以
後
に
市
外
へ
転
出
し
、

転
出
時
点
に
お
い
て
、
引
き
続
き
3
ヵ
月
以
上
本
市

に
住
民
票
が
あ
っ
た
人

　

③
海
外
在
住
者
で
、
大
使
館
や
総
領
事
館
へ
在
外

選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
を
行
い
、
在
外
選
挙
人
証

の
交
付
を
受
け
た
人

縦
覧
期
間　

9
月
3
日
㈯
～
7
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

縦
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

■
寄
附
の
禁
止

 　
『
贈
ら
な
い
』『
求
め
な
い
』『
受
け
取
ら
な
い
』

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と

は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
す
る
と
罰

せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が
寄
附
す
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
中
元
や
お
歳
暮
、
冠
婚
葬
祭
に
お
け
る
贈
答
な

ど
も
寄
附
に
な
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、『
時
候
の
あ
い
さ
つ
』
な
ど
に
も
制
限
が

あ
り
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
人
に
暑
中
見
舞

い
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
や
年
賀
状
を
出
す
の
は
、「
答

礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
」
以
外
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

《
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
》　

病
気
見
舞
い
・
お
中
元

　

や
お
歳
暮
・
葬
式
の
供
花
・
秘
書
等
が
代
理
で
出

　

席
す
る
場
合
の
結
婚
祝
や
葬
式
の
香
典
・
地
域
行

　

事
へ
の
寄
附
や
飲
食
物
の
差
入
れ
な
ど

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
30
１
６
６
３

広　　告
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募
　
　
集

「
親
子
ふ
れ
あ
い
健
康
教
室
」　
受
講
生
募
集

と　

き　

10
月
2
日
㈰
、
10
月
10
日
㈷

　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
正
午（
い
ず
れ
か
1
回
）

と
こ
ろ　

市
鏡
武
道
館
（
鏡
町
両
出
１
４
３
０
）

内　

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
の
方
法
、
受
け
身
、
歩
き
方
、

　
　
　
　

肩
・
股
関
節
の
活
用
方
法
な
ど

受
講
料　

無
料
（
※
別
途
保
険
料
が
必
要
）

持
参
品　

タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
締
切　

9
月
16
日
㈮
ま
で
電
話
申
込
み

　

※
受
講
生
に
は
受
講
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

※
抽
選
の
結
果
、
受
講
で
き
な
い
人
に
も
通
知
し

ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

東
陽
公
民
館
☎
65
２
２
１
０

「
は
じ
め
て
の
英
会
話
教
室
」 

受
講
生
募
集

　

海
外
旅
行
で
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
簡
単
な
自

己
紹
介
や
、
相
手
の
こ
と
を
尋
ね
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
初
心
者
向
け
の
基
礎
的
な
英
会
話
を
勉
強
し

ま
す
。

と　

き　

10
月
５
日
㈬
・
12
日
㈬
・
19
日
㈬
・

　
　
　
　

26
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

千
丁
公
民
館

対　

象　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
受
講
生
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　《
エ
ク
セ
ル
入
門
》

と　

き　

10
月
3
日
㈪
～
7
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午
（
全
5
日
間
）

と
こ
ろ　

高
田
公
民
館

内　

容　

名
簿
の
作
成
や
表
計
算
の
利
用
法
な
ど

定　

員　

20
人
（
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
人
）

　
　
　
　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

費　

用　

３
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
込
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
エ
ク

セ
ル
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
記
入
し
、
〒
８
６
９-

５
１
５
２　

八
代
市
揚
町
８
０
０-

２　

金
剛
公

民
館
（
パ
ソ
コ
ン
教
室
係
）
へ
※
電
話
申
込
不
可

申
込
締
切　

9
月
16
日
㈮
必
着

　

※
受
講
生
に
は
受
講
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

※
抽
選
の
結
果
、
受
講
で
き
な
い
人
に
も
通
知
し

　

ま
す
。

そ
の
他　

パ
ソ
コ
ン
は
各
自
持
参

問
合
せ　

金
剛
公
民
館
☎
31
５
５
５
３

　
　
　
　

生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０

「
書
に
親
し
む
講
座
」（
初
心
者
向
け
）

受
講
生
募
集

と　

き　

9
月
21
日
㈬
・
28
日
㈬
、
10
月
5
日
㈬
・

12
日
㈬
・
19
日
㈬
・
26
日
㈬
、
11
月
2
日
㈬
の
全

7
回　

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

麦
島
公
民
館
☎
35
３
８
２
２

内　

容　

小
・
中
筆
を
使
っ
て
筆
の
持
ち
方
や
運
筆

な
ど
の
基
礎
を
学
び
、
好
き
な
文
字
や
文
言
を
書

い
た
作
品
作
り
の
講
座
で
す
。

定　

員　

15
人
程
度

費　

用　

無
料

募
集
期
間　

９
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
（
先
着
順
）。

　

※
受
講
生
に
は
受
講
票
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０←

9
月
は
「
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
」

　
「
船
員
労
働
安
全
月
間
」
は
船
員
災
害
の
防
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
32
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

今
年
度
で
60
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
度
は
『
持
ち
越
さ
ず　

そ
の
都
度
改
善　

危

険
箇
所
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
九
州
運
輸
局
熊
本
運

輸
支
局
と
熊
本
県
船
員
労
働
安
全
衛
生
協
議
会
で

は
、
船
員
災
害
防
止
の
推
進
の
た
め
、
停
泊
中
の
船

舶
へ
の
安
全
衛
生
指
導
を
中
心
と
し
た
、
各
種
取
り

組
み
を
実
施
し
ま
す
。

　

船
舶
所
有
者
と
船
員
の
皆
さ
ん
も
、
本
月
間
中
は

船
舶
に
緑
十
字
旗
を
掲
げ
て
、
船
内
の
安
全
点
検
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
局

　
　
　
　

☎
０
９
６
４
（
５
２
）
２
０
６
９

漏
水
調
査
の
お
知
ら
せ

　

貴
重
な
水
道
水
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
市
水

道
局
で
は
、
毎
年
漏
水
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
9
月
中
旬
か
ら
12
月
中
旬
ま
で
旧
市
内

の
一
部
地
区
の
給
・
配
水
管
漏
水
調
査
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

調
査
は
、
委
託
し
て
い
る
調
査
員
が
昼
間
に
ご
家

庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
な
ど
よ
り
漏
水
音
の
有
無
を
確

認
し
、
夜
間
に
は
道
路
上
の
水
道
配
水
管
の
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

調
査
員
は
、
水
道
局
発
行
の
漏
水
調
査
員
証
明
書

を
常
時
携
帯
し
て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
水
道

局
か
各
調
査
員
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

漏
水
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ　

水
道
局
☎
32
７
１
９
４

広　　告
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「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
」 

受
講
生
募
集

　

牌
の
並
べ
方
な
ど
基
本
的
な
ル
ー
ル
か
ら
計
算
方

法
ま
で
の
、
初
心
者
向
け
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
４
日
㈫
～
平
成
29
年
３
月
21
日
㈫
の

　
　
　
　

毎
週
火
曜
日
（
全
24
回
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

植
柳
公
民
館

対　

象　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
初
心
者

定　

員　

16
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費　

用　

テ
キ
ス
ト
代
１
０
０
０
円

募
集
期
間　

９
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮

申
込
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・「
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
教
室
受
講
希
望
」
と
記
入
し
て
申
し
込
み
。

申
込
先　

植
柳
公
民
館　

植
柳
下
町
４
２
５
１-

２

食生活改善推進員（ヘルスメイト）
養成講座受講生募集

日時 テーマ

　10/20 ㈭　
9:30 ～ 14:00

　開講式
　栄養の基礎知識と調理の基本
　生活習慣予防

　11/17 ㈭　
9:30 ～ 14:00

　歯の健康
　食品衛生

　12/22 ㈭　
9:30 ～ 14:00

　運動の必要性と効果
　年代別食育と食事のバランス

　翌 1/19 ㈭　
9:30 ～ 14:00

　心の健康
　健診データからみた健康課題

　翌 2/23 ㈭　
9:30 ～ 14:00

　ヘルスメイトの役割
　実践活動の進め方
　閉講式

食生活改善推進員（ヘルスメイト）は、地域で食を通して、
健康づくりの案内役としてライフステージに応じた食育活
動を行っています。あなたもヘルスメイトとなり、活動し
ませんか。
ところ　市保健センター
対　象　市内在住で、終了後ボランティア活動に参加出来
　　　　る人
定　員　20 人程度
受講料　調理実習材料費 500 円程度
申込み・問合せ　10月1日㈭までに
　　　　　　　  市保健センター☎ 32-7200 へ申込み。

市
営
住
宅 

補
充
入
居
者
募
集

　

平
成
28
年
度
中
に
市
営
住
宅
に
空
室
が
生
じ
た
場

合
の
補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

各
団
地
ご
と
に
入
居
で
き
る
順
位
を
、
公
開
抽
選

に
よ
り
決
定
し
、
平
成
29
年
４
月
末
ま
で
に
空
室
が

生
じ
る
毎
に
入
居
案
内
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
中
に
入
居
を
申
し
込
ん
だ
に

も
関
わ
ら
ず
入
居
で
き
な
か
っ
た
人
で
、
平
成
28
年

度
も
入
居
を
希
望
す
る
場
合
は
、
再
度
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

　

市
営
住
宅
に
入
居
で
き
る
人
は
、
収
入
な
ど
の
要

件
が
法
令
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

９
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮（
土
日
は
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

※
必
ず
本
人
ま
た
は
同
居
親
族
が
申
込
書
と
必
要

　

書
類
を
揃
え
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
な
ど

　

は
不
可
。

公
開
抽
選　

10
月
2
日
㈰　

総
合
体
育
館

　

※
申
込
者
に
は
、9
月
末
ま
で
に
案
内
状
を
送
付

そ
の
他　

申
込
用
紙
・
募
集
要
領
は
、
建
築
住
宅
課

（
水
処
理
セ
ン
タ
ー
内
）・
各
支
所
内
の
建
設
地
域

事
務
所
で
配
布
し
ま
す
。
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。
入
居
を
募
集
す
る
市
営
住
宅

は
募
集
要
領
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

建
築
住
宅
課
☎
33
４
１
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　

各
支
所
建
設
地
域
事
務
所

費　

用　

５
０
０
円
（
フ
ァ
イ
ル
、
半
紙
代
）

　
　
　
　

書
道
具
一
式
持
参

定　

員　

20
人
（
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
）

　
　
　
　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
方
法　

各
校
区
公
民
館
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

ま
た
は
官
製
ハ
ガ
キ
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒
８
６
６-

０
８
６
３ 
八
代
市
西
松
江

城
町
２-

18　

代
陽
公
民
館
へ
申
込
み
。

申
込
締
切　

9
月
8
日
㈭
必
着

　

※
受
講
生
に
は
受
講
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

※
抽
選
の
結
果
、
受
講
で
き
な
い
人
に
も
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ　

代
陽
公
民
館
☎
31
５
５
０
７

　
　
　
　

麦
島
公
民
館
☎
35
３
８
２
２

　
　
　
　

生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０

　

※
受
講
生
に
は
受
講
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

※
抽
選
の
結
果
、
受
講
で
き
な
い
人
に
も
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０

　
　
　
　

植
柳
公
民
館
☎
33
５
９
０
９

広　　告



避
難
所
誘
導
広
告
付
き
看
板
の

ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集

　

市
民
に
対
す
る
災
害
発
生
時
の
地
域
の
避
難
所
を

周
知
し
、
平
常
時
か
ら
の
防
災
意
識
を
啓
発
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
熊
本
広
告
と
、
避
難
所
誘
導
広

告
付
き
看
板
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
誘
導
広
告
付
き
看
板
は
、
九
州
電
力
所
有

の
電
柱
へ
設
置
し
て
い
る
看
板
の
う
ち
、
広
告
主
が

ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
広
告
ス
ペ
ー
ス
の
上
部
ま
た

は
下
部
に
災
害
時
の
避
難
場
所
や
方
向
を
表
示
す
る

も
の
で
す
。

１
、
避
難
所
を
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
発
生

　

時
に
お
け
る
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
誘
導
や
、
地
域
住

　

民
の
防
災
意
識
向
上
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
、
協

　

力
ス
ポ
ン
サ
ー
は
防
災
啓
発
活
動
に
お
い
て
地
域

　

貢
献
が
で
き
ま
す
。

２
、
道
路
沿
い
に
あ
る
電
柱
に
設
置
す
る
の
で
、
絶

　

え
ず
人
目
に
つ
き
、
継
続
的
な
防
災
啓
発
と
ス
ポ

　

ン
サ
ー
の
広
告
効
果
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

※
料
金
（
看
板
製
作
料
・
広
告
料
金
な
ど
）、
取

　

付
場
所
、
広
告
デ
ザ
イ
ン
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は

「
家
族
介
護
者
交
流
教
室
」
参
加
者
募
集

　

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
人
な
ど
を
対

象
に
、
介
護
技
術
や
介
護
方
法
を
学
ん
だ
り
、
介
護

者
同
士
意
見
交
換
を
し
、
交
流
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
、
交
流
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
、
お
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き
　

9
月
15
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

日
奈
久
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー

定　

員　

25
人
程
度
（
要
申
込
み
）

申
込
み
・
問
合
せ　

市
第
6
地
域
包
括
支
援
セ
ン　

　

タ
ー
（
お
れ
ん
じ
）
☎
38
３
３
７
３

「
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
職
業

訓
練
」 

受
講
生
募
集

【
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
実
践
科
（
熊
本
校
）】

　

簿
記
、
電
子
会
計
の
知
識
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
文
書

や
帳
票
の
作
成
、
集
計
や
分
析
の
実
践
ス
キ
ル
を
習

得
し
ま
す
。

募
集
期
間　

8
月
15
日
㈪
～
9
月
30
日
㈮

訓
練
期
間　

11
月
1
日
㈫
～
平
成
29
年
1
月
31
日
㈫

費　

用　

テ
キ
ス
ト
代
８
６
５
０
円
（
税
抜
き
）

　
　
　
　

程
度　

と
こ
ろ　

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

　
　
　
　
（
熊
本
市
中
央
区
紺
屋
今
町
1
番
地
5　

　
　
　
　

  

熊
本
辛
島
公
園
ビ
ル
5
Ｆ
）　

問
合
せ　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

や
つ
し
ろ
元
気
体
操
教
室

～
新
規
開
講
に
伴
う
参
加
者
募
集
～

　

太
田
郷
校
区
で
3
か

所
目
と
な
る
教
室
を
10

月
か
ら
新
た
に
開
講
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

八
代
市
に
住
む
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
継
続
的

に
体
操
を
実
施
し
、
運
動
機
能
の
維
持
向
上
を
図
る

こ
と
で
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
の

教
室
で
す
。

と　

き　

第
２
・
４
金
曜
日 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

あ
さ
ひ
園
新
館
２
階　

会
議
室

対
象
者　

市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
人

内　

容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
準
備
体
操
・
筋
力
ア
ッ 

　

プ
体
操
・
ダ
ン
ベ
ル
体
操
・
健
口
体
操

申
込
期
限　

9
月
23
日
㈮

問
合
せ　

市
第
2
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
（
や
ま
び
こ
）☎
30
８
０
７
１

市
の
事
務
事
業
へ
の
意
見
を
募
集

（
外
部
評
価)

　

市
で
は
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
業
務

改
善
を
図
る
た
め
、
市
の
事
業
に
対
す
る
外
部
評
価

を
い
た
だ
く
市
民
意
見
公
募
を
実
施
し
ま
す
。

　

事
業
に
関
す
る
資
料
や
市
内
部
で
行
っ
た
評
価
結

果
を
公
表
し
ま
す
の
で
、
事
業
の
あ
り
方
や
規
模
の

縮
小
・
拡
大
な
ど
の
見
直
し
の
必
要
が
な
い
か
、
ぜ

ひ
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

行
政
内
部
で
は
気
づ
き
に
く
い
改
善
点
を
指
摘
し

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
多
様
な
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

9
月
14
日
㈬
～
11
月
11
日
㈮

　

申
込
み
先
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

熊
本
広
告　

営
業
部

　
　
　
　

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
０
２
３
５
（
代
表
）

　
　
　
　

D
０
９
６
（
３
８
１
）
６
２
８
１

対
象　

市
民
か
市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
、

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
人
（
団
体
）、
市
の
事

　

務
事
業
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人
（
団
体
）

提
出
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
ま
た
は

　

各
支
所
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
意
見
書
用

　

紙
を
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
、
持
参

　

で
提
出
。

　

※
防
災
、
健
康
・
福
祉
、
都
市
整
備
、
商
工
・
農

　

林
水
産
業
等
の
産
業
分
野
、
環
境
・
住
民
生
活
、

　

地
域
文
化
・
教
育
分
野
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が

　

あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
事
業
へ
の
意
見
を
お
寄

　

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４
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献
立
名　

ふ
る
さ
と
元
気
っ
子
メ
ニ
ュ
ー

　
【
牛
乳
・
セ
ル
フ
ま
ぜ
ご
は
ん
・

　
　

れ
ん
こ
ん
の
キ
ム
チ
揚
げ
・
い
ち
ょ
う
葉
汁
】

対
象
者　

市
内
在
住
の
人

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　

号
を
明
記
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ハ
ガ
キ

　

で
申
し
込
み
。

申
込
期
限　

10
月
7
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ
　
市
学
校
給
食
会
事
務
局

　

〒
８
６
６-

０
８
２
７ 

島
田
町
１
２
９
１-

１

　

☎
32
５
３
７
５　

D 

35
４
５
２
１

農
地
を
「
貸
し
た
い
」「
借
り
た
い
」

人
を
募
集

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
県
農
業
公
社
）
で
は
、
農

業
経
営
を
縮
小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受

け
、
担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
「
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し
た
い
」「
良

い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り
た
い
」
と
い
う
人
は
、
市
町

村
や
Ｊ
Ａ
担
当
窓
口
、
県
農
業
公
社
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

県
農
業
公
社
☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４

イ
ベ
ン
ト

救
急
の
日
２
０
１
６

　

八
代
広
域
消
防
本
部
で
は
、
救
急
の
日
に
合
わ
せ

て
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
あ
な
た
も
応
急
手
当
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

9
月
４
日
㈰
午
後
２
時
～
4
時

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
八
代
店

内　

容　

①
訓
練
用
人
形
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命

　

処
置
体
験
、
②
子
ど
も
救
命
士
コ
ー
ナ
ー
（
小
学

　

校
４
・
５
・
６
年
生
対
象
）、
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

パ
ネ
ル
展
示
と
資
料
配
付
、
は
し
ご
車
登
場
体
験

　
（
①
か
②
の
体
験
者
に
搭
乗
券
を
配
布
、
小
学
3

　

年
生
以
下
は
保
護
者
同
乗
、
荒
天
時
は
中
止
）

問
合
せ　

八
代
消
防
署
☎
32
９
２
２
３

演
劇
「
浮
足
町
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
」

八
代
公
演

と　

き　

9
月
14
日
㈬
午
後
６
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

厚
生
会
館

入
場
料　

一
般
前
売
り
３
０
０
０
円
（
当
日

３
５
０
０
円
）
25
歳
以
下
前
売
り
の
み
１
５
０
０

円
、
詳
し
く
は
広
報
や
つ
し
ろ
7
月
号
か
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

学
校
給
食
試
食
会

と　

き　

10
月
19
日
㈬　

午
前
10
時
～
12
時
30
分

と
こ
ろ　

八
代
市
中
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
島
田
町
１
２
９
１
番
地
１
）

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

厚
生
会
館
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

《
共
通
事
項
》

費　

用　

無
料

と
こ
ろ　

厚
生
会
館

■
松
岡
美
羽
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

９
月
10
日
㈯　

午
後
1
時

■
コ
ー
ル
・
ア
ニ
マ
コ
ン
サ
ー
ト

　

～
ふ
る
さ
と
に
歌
う
～

と　

き　

９
月
20
日
㈫　

午
後
1
時

そ
の
他　

出
演
者
、
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

プ
ロ
・
ア
マ
問
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６
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広
告
入
り
公
用
封
筒
の
無
償
提
供
者
募
集

　

市
で
行
う
広
告
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
役
所
が

使
用
す
る
公
用
封
筒
の
裏
面
に
、
民
間
企
業
な
ど
の

広
告
が
掲
載
さ
れ
た
封
筒
を
無
償
で
提
供
し
て
も
ら

え
る
企
業（
広
告
代
理
店
）な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
限　

9
月
15
日
㈭

広
告
媒
体
と
使
用
枚
数　

公
用
封
筒

　

角
形
2
号
封
筒
（
5
万
４
０
０
０
枚
）

　

長
形
3
号
封
筒
（
14
万
６
０
０
０
枚
）

使
用
期
間　

平
成
29
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日

募
集
要
項
な
ど　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

問
合
せ　

企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

「
次
期
総
合
計
画
」
策
定
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
募
集

　

市
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
次
期
総
合
計
画
の

策
定
を
行
う
に
あ
た
り
、
多
く
の
人
か
ら
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

　
　
　
　
（
学
生
可
）

と　

き　

10
月
～
11
月
の
土
日
昼
間
２
時
間
程
度
を

　
　
　
　

予
定
（
３
回
開
催
予
定
）

申
込
期
限　

９
月
12 
日
㈪

申
込
み
・
問
合
せ　

企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

【「
次
期
総
合
計
画
」
策
定
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
を
】

　

住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
施
策
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
基
礎
調
査
の
１
つ
と
し
て
、
９
月
に
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
無
作
為
に
選
ん
だ

市
民
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
票
を
郵
送
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広　　告
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家
族
介
護
者
交
流
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

介
護
を
し
て
い
る
人
の
交
流
と
情
報
交
換
の
場
と

し
て
、
家
族
介
護
者
交
流
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
介

護
に
関
す
る
悩
み
や
疑
問
な
ど
を
語
り
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

9
月
10
日
㈯　

午
後
2
時
～
4
時

　
　
　
　
（
受
付　

午
後
1
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

対
象
者　

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

参
加
費　

無
料

定　

員　

20
名
程
度
（
要
申
込
み
）

申
込
期
限　

9
月
7
日
㈬

問
合
せ　

市
第
４
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
し
お
か
ぜ
）
☎
37
３
３
３
７

平
成
28
年
度 

認
知
症
啓
発
講
演
会

　
今
後
、
認
知
症
の
人
は
増
加

傾
向
が
続
く
と
い
わ
れ
て
お

り
、
認
知
症
の
人
が
地
域
で
暮

ら
し
て
く
た
め
に
は
、
市
民
の

人
の
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
を
正
し
く
理
解
し
、
ど
の
よ
う
に

接
し
た
ら
い
い
の
か
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
啓
発
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
21
日
㈮　

午
後
7
時
～

　
　
　
　
（
受
付　

午
後
6
時
30
分
～
）　

と
こ
ろ　

 

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル　

あ
な
た
も
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に

な
り
ま
せ
ん
か

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
に
、
認
知
症
の

人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
と
し
て
、
自
分

の
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
・
診
断
・
予
防
や
接
し
方
な
ど
、

基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
お

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

9
月
14
日
㈬
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

市
鏡
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　

員　

20
人
程
度
（
要
申
込
み
）

費　

用　

無
料

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
開
催

と　

き　

10
月
1
日
㈯　

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

内　

容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
表
彰
、
福

祉
講
演
会
（
講
師
は
Ｒ
Ｋ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
木
村

和
也
さ
ん
）、
音
楽
発
表
会
、
福
祉
団
体
・
福
祉

施
設
の
紹
介
、
作
品
展
示
・
販
売
、
出
店
、
ゲ
ー

ム
、
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

費　

用　

入
場
無
料

　

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
カ

　

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
62
８
２
２
８

　
　
　
　

鏡
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
52
５
２
７
７

講
演
・
講
座

地
場
企
業
成
長
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、
継
続
的
に
成
長
す
る
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。（
3

回
の
連
続
講
座
を
予
定
）

第
1
回
「
成
長
企
業
の
条
件
と
は
」

と　

き　

9
月
23
日
㈮
午
後
1
時
～
4
時

第
2
回
「
自
社
の
強
み
を
知
ろ
う
」

と　

き　

10
月
7
日
㈮
午
後
1
時
～
4
時

第
3
回
「
持
続
的
な
成
長
の
た
め
の
具
体
的
取
組
」

と　

き　

10
月
24
日
午
後
1
時
～
4
時

　

※
講
座
名
は
仮
で
す
。

　

※
申
込
方
法
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

　

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

商
工
政
策
課
☎
33
８
５
１
３

55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援

　

55
歳
以
上
の
求
職
者
を
対
象
に
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
で
き
る
の
は
原
則
1
講
座
で
す
。

【
清
掃
ス
タ
ッ
フ
講
習
】

　

清
掃
に
係
る
知
識
・
技
能
を
習
得
し
て
、清
掃
会
社

や
施
設
管
理
会
社
な
ど
で
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

と　

き　

9
月
5
日
㈪
～
8
日
㈭
の
4
日
間

と
こ
ろ　

麦
島
公
民
館

定　

員　

20
人

費　

用　

無
料

【
介
護
事
務
講
習
】

　

介
護
保
険
な
ど
の
事
務
処
理
を
習
得
し
、
介
護
事

務
の
資
格
取
得
の
た
め
の
受
験
対
策
も
学
び
ま
す
。

と　

き　

9
月
29
日
㈭
～
10
月
5
日
㈬
の
5
日
間

と
こ
ろ　

ニ
チ
イ
八
代
支
店

定　

員　

20
人

定　

員　

１
８
０
人
程
度
（
要
申
込
み
）

講　

師　

 

Ｒe

学　

代
表
取
締
役　

川
畑　

智
氏

費　

用　

 

無
料

  

※
講
演
終
了
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
証
で
あ

る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

費　

用　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

　

合
会
☎
０
９
６（
３
１
２
）３
３
１
０

←

広　　告
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さ
く
ら
ん
ぼ
の
会
を
開
催

　
若
年
性
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の

人
、
日
々
の
不
安
や
心
配
事
な
ど
を
一
人
で
悩
ま
な

い
・
抱
え
込
ま
な
い
で
、
気
軽
に
話
し
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　
9
月
24
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
～

と
こ
ろ
　
平
成
病
院
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
カ

　
　
　

  

モ
ミ
ー
ル
）
外
来
待
合
室
に
集
合

定　

員　

30
人
程
度

費　

用　

無
料

申
込
み　

9
月
23
日
㈮
ま
で
平
成
病
院　

熊
本
県
認

フレンドリーやつしろ主催講座後期補充募集

曜 講　座　名 時　間 開催する週

月
 季節の料理とおかし 10:00 ～ 12:00  第 2・4

 モーハラフレンドリー 14:00 ～ 16:00  第 1・2・3

火

 やさしいはがき絵 10:00 ～ 12:00  第 2・4

 インド式ヨーガ 19:00 ～ 21:00  第 2・3・4

 かんたん手作りパン 19:00 ～ 21:00  第 1

水

 アロマセラピー 10:00 ～ 12:00  第 1

 リズム＆ダンス 10:00 ～ 12:00  第 1・2・3

 たのしいはがき絵 10:00 ～ 12:00  第 1・3

 グラスアート 10:00 ～ 12:00  第 2・4

 書道 14:00 ～ 16:00  第 2・4 

 ストレッチ＆バレエ 19:00 ～ 21:00  第 2・4

 パソコン講座（宮嶋財団） 19:00 ～ 21:00  第 1・2・3

木  バレエストレッチ 14:30 ～ 16:30  第 1・2・3

 基礎から学ぶペン習字 19:00 ～ 21:00  第 2・4

金

 手づくりパン 10:00 ～ 12:00  第 1・3

 社交ダンス　ひまわり 10:00 ～ 12:00  第 1・2・3

 かぎ針編み 14:00 ～ 16:00  第 1・3

 介護予防にいい太極拳 14:00 ～ 16:00  第 1・2・3

 ヒップホップジャズダンス ２0:00 ～ 21:00  第 1・2・3

土

 やさしくできる家庭料理 10:00 ～ 12:00  第 1

 骨盤エクササイズ 10:00 ～ 12:00  第 1・3

 中国語講座 10:00 ～ 12:00  第 1・3

※各講座ごとに受講料が異なります。お問い合せください。
※募集人数など詳しくはお問い合せください。
※託児無料（満 2歳～就学前 6歳）受付時に申込み。
申込み　来館または電話で申込み（定員になり次第終了）
問合せ　フレンドリーやつしろ（八代市働く婦人の家）☎35-6460

やつしろハーモニーホール
施設利用調整会議日程

と　き（10 月の使用月）　10月3日㈪ 午前 9 時
　　　  （11 月の使用月）   11月7日㈪ 午前 9 時
ところ　やつしろハーモニーホール
　※施設利用調整会議は、原則として使用月の 1
　　年前の同月第 1 月曜日です。
問合せ　
　商工政策課☎ 33 －８５１３
　やつしろハーモニーホール☎ 53 －００３３

　

※
受
講
者
に
は
「
テ
キ
ス
ト
」
と
、
サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
渡
し
ま
す
。

問
合
せ　

八
代
市
第
1
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
（
ふ
る
さ
と
）
☎
53
２
６
０
１

　
　
　
　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

　
　
　
　

知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
☎
32
８
１
７
１

　
　
　
　

へ
申
込
み
。

問
合
せ　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

ごみ非常事態宣言継続中

問合せ　廃棄物対策課☎34-1997

期 間 燃えるごみの
収集量

1人1日当たりの
燃えるごみの量

H27年7月 1,449ｔ 449ｇ
H28年7月 1,414ｔ 440ｇ
比 較 －35ｔ － 9ｇ

期 間 燃えるごみの
収集量

1人1日当たりの
燃えるごみの量

H21年8月～ 22年 7月 19,127ｔ 490ｇ
H27年8月～ 28年 7月 17,257ｔ 455ｇ
比 較 －1,870ｔ － 35ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較　（人口変動あり）

家庭ごみ収集量の「ごみ非常事態宣言前」との比較

広　　告
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図 書 館 催し物案内（９月）
行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容

えいご de おはなし会 3日㈯ 午前11時30分～ 語り手：マザーグース

おひざにだっこのおはなし会 13日㈫午前11時～ 語り手：図書館員

０・１・２歳児向けおはなし会 8日㈭ 午前11時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 3・10・17・24日㈯ 午後3時～

図書館講座 7日㈬ 午前10時30分～ 「歴史から考える熊本地震　これからの備えのために」
講師：鳥津  亮二 氏

おはなしバイキング 4・11・18・25日㈰ 午前11時～ おはなし会・講座など親子で参加できます。読み聞かせ豆知識つき

あかちゃん向けおはなし会（赤ちゃん広場）26日㈪ 午後2時30分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会
3･10･17日㈯ 午前11時～ 語り手：図書館員

24日㈯ 午後2時30分～ 語り手：山猫軒

あかちゃん向けおはなし会（おはなしぴよぴよ）2･16日㈮ 午前11時～ 語り手：図書館員

幼児・小学生向けおはなし会 4日㈰、10･24日㈯ 午後2時～ 対象：幼児～小学生　語り手：ぐるんぱ

どんかちゃんおはなし会 3・17日㈯ 午前 11時～ 対象：幼児～小学生　語り手：図書館員

　施設点検休館日　市立図書館本館：28日㈬、せんちょう分館：13日㈫、かがみ分館：28日㈬　　

▶ 5 日㈪ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛公民館 10:45 ま心苑　　       ▶ 6 日㈫ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:45 八代中央クリニック

▶ 7 日㈬ 9:40 麦島公民館 10:15 植柳公民館 10:45 偕老苑　　　　　 ▶ 8 日㈭  9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅

▶ 9 日㈮ 13:25 二見小 14:10 二見公民館 14:55 光嶺保育園 　    　　 ▶ 12 日㈪ 13:15 日奈久小 14:00 南部市民センター 14:30 保寿寮

▶ 13 日㈫ 13:15 郡築小 14:05 八千把公民館 14:30 海士江西村ビル   ▶ 15 日㈭  13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地

▶ 16 日㈮ 13:15 昭和小 14:00 郡築 12 番八協連 14:35 井揚団地　　▶ 20 日㈫ 13:15 八竜小 14:10 JA坂本 14:50 グリーンパーク

▶ 21 日㈬ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ　　▶ 23 日㈮ 13:20 泉小中 14:00 泉支所 14:30 泉運動広場

▶ 26 日㈪ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 きぼうの里たいよう　▶ 27 ㈫ 9:40 JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10:40 老人ホーム楽寿

▶ 29 日㈭ 9:40 総合体育館 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園　 　　　　　　　▶ 30 日㈮ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出JA倉庫

図書資料の返却を忘れずに　▶図書の貸出期間は、借りた日を含めて15日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をよろしくお願いします。
施設点検日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします。

市
立
図
書
館
本
館

か
が
み
分
館

せ
ん
ち
ょ
う
分
館

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

午前 9時 30 分～午後８時（土日祝午後７時）

問合せ　市立図書館本館☎32-3385　せんちょう分館☎46-1901　かがみ分館　☎52-5567

五
家
荘
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か

■
五
家
荘
民
俗
芸
能
交
流
会

と　

き　

10
月
1
日
㈯

　
　
　
　

午
後
6
時
～
8
時

と
こ
ろ　

五
家
荘
平
家
の
里

　
　
　
　
（
泉
町
樅
木
）

内　

容　

岩
奥
神
楽
、
葉
木

　
　
　
　

神
楽
、樅
木
神
楽
、

　
　
　
　

椎
葉
神
楽

問
合
せ　

文
化
振
興
課

　
　
　
　

☎
33
４
５
３
３

■
第
6
回
五
家
荘
の
日

と　

き　

10
月
2
日
㈰

　
　
　
　

午
前
9
時
15
分
～
午
後
1
時
10
分

と
こ
ろ　

振
興
セ
ン
タ
ー
五
家
荘
（
旧
泉
第
七
小
）

内　

容　

郷
土
芸
能
披
露
、
椎
茸
そ
う
め
ん
早
食
い

　
　
　
　

大
会
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

問
合
せ　

五
家
荘
観
光
案
内
所
☎
36
５
８
０
０

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
五
家
荘
紀
行
１
８
０

　

周
年
記
念
五
家
荘
再
発

　

見
の
旅
」

と　

き

　

10
月
2
日
㈰

　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

と
こ
ろ　

振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

五
家
荘

内　

容　

　

久
連
子
古
代
踊
り
披
露
、「
五
家
荘
紀
行
」
関
連

　

資
料
紹
介
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

問
合
せ　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

広　　告
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広　　告

広　　告

広　　告
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現
在
、
松
高
校
区
で
は
共
働
き
の
子
育
て
世

帯
も
多
く
、
夏
休
み
の
自
由
課
題
な
ど
親
子
で

宿
題
に
取
り
組
む
時
間
が
取
り
に
く
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
同
校
区
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
で
は
、「
夏
休
み
宿
題
応
援

隊
」
を
組
織
し
、
夏
休
み
の
期
間
中
、
松
高
小

学
校
の
生
徒
を
対
象
に
宿
題
を
取
り
組
む
場
の

提
供
を
昨
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
夏
休
み
の
後

半
に
も
実
施
を
望
む
声
が
多
数
上
が
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
年
は
日
程
を
前
半
と
後
半
に
分
け
て

実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
60
人
程
度
が
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
熱
心
に
黙
々
と
夏
休
み
の
宿
題
に
取
り

組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、「
今
後
も
意
義
あ
る
取
り
組

み
を
続
け
て
い
く
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

8
月
12
日
、
次
世
代
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ

会
代
表
の
松
浦
ゆ
か
り
さ
ん
ら
5
人
が
中
村

博
生
市
長
を
訪
問
し
、
第
18
回
日
本
水
大
賞

審
査
部
会
特
別
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

日
本
水
大
賞
は
、
21
世
紀
の
日
本
の
み
な

ら
ず
地
球
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
、
水
循
環

の
健
全
化
を
目
指
し
、
美
し
い
水
が
紡
ぎ
出

す
自
然
の
豊
か
さ
の
中
に
も
水
災
害
に
対
し

て
強
靱
な
国
土
と
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
世
代
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
会
は
、
次
世

代
に
つ
な
ぐ
多
彩
な
水
環
境
教
育
活
動
（
か

き
殻
を
使
っ
た
河
川
水
質
浄
化
な
ど
）
が
ユ

ニ
ー
ク
な
た
め
、
審
査
部
会
で
特
に
表
彰
に

値
す
る
と
判
断
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

7
月
13
日
、
八
代
警
察
署
で
少
年
補
導
栄
誉

銀
章
の
伝
達
と
署
長
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

少
年
補
導
栄
誉
銀
章
を
受
章
し
た
の
は
、
敷

川
内
町
の
德
田
武
治
さ
ん
。

　

德
田
さ
ん
は
、
八
代
地
区
少
年
補
導
員
の
委

嘱
を
受
け
て
か
ら
37
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
豊

富
な
経
験
と
高
い
識
見
を
活
か
し
て
少
年
の
補

導
活
動
や
有
害
環
境
の
浄
化
活
動
な
ど
に
尽
力

し
ま
し
た
。

　

署
長
感
謝
状
を
受
領
し
た
の
は
、
日
奈
久
下

西
町
の
吉
田
隆
義
さ
ん
。

　

吉
田
さ
ん
は
、
地
区
内
の
道
路
沿
い
の
花
壇

へ
の
花
植
や
除
草
、
ご
み
拾
い
な
ど
に
よ
る
環

境
美
化
活
動
に
取
り
組
む
か
た
わ
ら
、
高
齢
者

へ
の
声
か
け
に
よ
る
安
全
確
認
な
ど
、
15
年
の

長
き
に
わ
た
る
功
労
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

▲打席に立つ松村選手

▲宿題に取り組む子どもたち

▲喜びを語る次世代のためにがんばろ会のメンバー

▲功労が称えられた吉田さん（左）と德田さん（右）

九州初！球女の祭典
日本女子プロ野球「オールスターゲーム」開催

子育て世帯への支援
松高校区「夏休み宿題応援隊」

次世代のための活動が評価
日本水大賞審査部特別賞受賞

長年のボランティア功労を称えて
少年補導栄誉銀章伝達・署長感謝状贈呈

Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

　

Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
と
日
本
女
子
プ
ロ
野
球

リ
ー
グ
が
、
熊
本
地
震
の
復
興
支
援
と
八
代

地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
8
月
11
日
、
県
営

八
代
野
球
場
で
、
九
州
初
と
な
る
日
本
女
子

プ
ロ
野
球
「
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
球

き
ゅ
う
じ
ょ

女
の

祭
典
２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
ゲ
ー
ム
は
、今
回
、「
九
州
選
抜
チ
ー
ム
」

対
「
フ
ァ
ン
投
票
選
抜
チ
ー
ム
」
の
対
戦
で
、

地
元
鏡
町
出
身
の
松
村
朱な

ぎ
さ咲

選
手
は
、「
九

州
選
抜
チ
ー
ム
」
か
ら
9
番
セ
ン
タ
ー
で
出

場
。
松
村
選
手
が
打
席
に
立
つ
と
、
球
場
内

は
ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手
と
歓
声
で
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

松
村
選
手
は
「
多
く
の
人
に
元
気
を
与
え

ら
れ
る
プ
レ
ー
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
逆
に
大
声
援
を
受
け
て
元
気
を
も
ら

い
ま
し
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。
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市ホームページの「まちのわだい」は他の話題も掲載（随時更新中） 笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

夏季特別展覧会

八代市強化指定選手指定証交付式

オベーション・オブ・ザ・シーズ初寄港

昔ながらの漁法を体験八代地域 食の安心安全フェスタ

▲学芸員の説明を聞きながら鑑賞する様子

▲八代市強化指定選手と関係者

▲ 2016 年 4月から就航している
　オベーション・オブ・ザ・シーズ

▲食育ランチョンマットを作成している
　子どもたち

　

夏
季
特
別
展
覧
会
「
行
っ
て
み
よ
う
！
江
戸
時
代
～

八
代
の
町
と
村
～
」
が
7
月
15
日
か
ら
市
立
博
物
館
未

来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
八

代
の
江
戸
時
代
の
町
と
村
の
様
子
や
人
々
の
暮
ら
し
に

つ
い
て
、
古
文
書
や
絵
画
な
ど
約
40
点
を
展
示
し
て
、

わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
日
の
開
会
式
で
は
同
博
物
館
の
松
井
葵み

ち
ゆ
き之

館
長
が

「
夏
休
み
期
間
中
で
も
あ
る
の
で
、
昔
の
八
代
は
ど
う

い
う
生
活
を
し
て
い
た
の
か
子
ど
も
た
ち
が
語
り
合
う

場
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

こ
の
展
覧
会
は
9
月
4
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

7
月
22
日
に
「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
事
業
」
で

強
化
指
定
選
手
に
選
ば
れ
た
10
競
技
27
人
が
八
代
ホ
ワ

イ
ト
パ
レ
ス
で
強
化
指
定
選
手
指
定
証
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
国
際
大
会
で
活
躍

す
る
競
技
者
の
輩
出
を
目
指
し
、
競
技
者
へ
の
支
援
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
が
市
体
育
協
会
と

連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

　

選
手
を
代
表
し
て
九
州
学
院
高
等
学
校
の
齋
藤
勇
真

選
手
（
陸
上
）
が
「
大
き
な
目
標
を
持
ち
、
技
術
や
体

力
の
向
上
と
と
も
に
強
い
精
神
力
を
身
に
つ
け
、
他
の

選
手
の
模
範
と
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

7
月
20
日
、
外
国
ク
ル
ー
ズ
客
船
「
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

オ
ブ･

ザ
・
シ
ー
ズ
」
が
八
代
港
に
初
寄
港
し
、
船
内

で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
客
船
は
先
日
、
地
震
後
初
め
て
八
代
港
に
寄
港
し

た
同
社
の
「
ク
ァ
ン
タ
ム
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ
」
と

同
じ
大
き
さ
で
す
。

　

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
中
村
博
生
市
長
が
「
数
多

く
の
港
の
中
か
ら
八
代
港
を
寄
港
先
と
し
て
選
ん
で
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
歓
迎
。

　

同
日
に
行
わ
れ
た
出
港
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
秀
岳
館

高
校
雅
太
鼓
部
や
ク
ル
ー
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
、
く
ま
モ
ン

な
ど
に
よ
る
見
送
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
24
日
、
大
島
で
漁
業
体
験
教
室
が
行
わ
れ
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
１
２
０
人
が
昔
な
が
ら
の
漁
法

で
あ
る「
地
曳
き
網
」を
体
験
し
、漁
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
不
知
火
地
区
漁
業
士
会
が
海
や
漁
業
の
こ
と

を
知
り
、
魚
を
好
き
に
な
っ
て
た
く
さ
ん
食
べ
て
ほ
し

い
と
の
願
い
で
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
21
回
目
。

　

地
曳
き
網
を
体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
は
最
初
、
苦
戦

し
て
い
ま
し
た
が
、
息
を
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
良
く
網
を

引
き
始
め
る
と
、
み
る
み
る
う
ち
に
網
を
引
き
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
に
関
す
る
学
習
や
地
魚
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
行
わ
れ
、参
加
者
か
ら
は
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
24
日
、
イ
オ
ン
八
代
店
に
お
い
て
、
八
代
地
域

食
の
安
全
安
心
実
行
委
員
会
が
主
催
と
な
り
、「
八
代

地
域　

食
の
安
全
安
心
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
情
報

提
供
を
行
い
、
自
ら
の
食
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提

供
し
な
が
ら
、
食
品
衛
生
意
識
の
普
及
啓
発
や
食
育
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
毎
年
行
わ

れ
て
お
り
、
今
年
で
5
回
目
。

　

一
日
食
品
衛
生
監
視
員
に
よ
る
店
内
監
視
の
ほ
か
、

手
洗
い
体
験
や
食
育
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
作
成
、
食
品

衛
生
パ
ネ
ル
ク
イ
ズ
な
ど
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
多

く
の
親
子
連
れ
や
買
い
物
客
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

１００歳 おめでとうございます

　

若
い
こ
ろ
は
和
裁
士
と
し
て
働
い
て
い

た
ハ
ツ
ヨ
さ
ん
。
結
婚
を
機
に
熊
本
市
に

移
り
住
み
ま
し
た
が
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら

八
代
市
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
習
字
、
カ

ラ
オ
ケ
、
肥
後
狂
句
と
多
趣
味
で
、
肥
後

狂
句
は
新
聞
に
何
度
か
掲
載
さ
れ
た
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
施
設
に
入
所
中
の
ハ
ツ
ヨ
さ
ん

は
頓
知
が
好
き
で
、
よ
く
頓
知
の
利
い
た

話
を
し
て
は
、
施
設
職
員
や
友
人
を
笑
わ

せ
て
い
ま
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
よ
く
食
べ
る
こ
と
」。

森 ハツヨさん
（郡築一番町）

大正５年８月９日生

▲息を合わせてヨイショ、ヨイショ
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Town
   opics

                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
八代市童話発表大会

海事産業見学会

▲発表者全員での記念撮影

　

7
月
26
日
、
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
「
第

11
回
八
代
市
童
話
発
表
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
学
校
を
代
表
し
て
27
人
が
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
児
童
の
中
に
は
、
声
の
強

弱
や
緩
急
を
つ
け
た
り
、
身
振
り
手
振
り
を
交
え
て
表

現
す
る
な
ど
、
個
性
豊
か
な
発
表
者
も
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、今
回
の
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、

宮
地
小
学
校
６
年
の
坂
田
知と

も
や弥

さ
ん
。

　

坂
田
さ
ん
は
「
選
ば
れ
た
時
は
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
き

た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

8
月
4
日
、
国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支

局
が
八
代
港
で
八
代
教
育
研
究
会
小
学
校
社
会
科
研
究

会
の
先
生
を
対
象
に
、
海
事
産
業
へ
の
理
解
と
関
心
を

高
め
る
た
め
の
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
海
洋
環
境
整
備
船
「
海か

い
こ
う煌
」
や
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
グ
レ
ン
セ
ン
タ
ー
、
熊
本
ド
ッ
ク
を
見
学
。
整
備
船

「
海
煌
」
で
は
、
海
洋
汚
染
防
除
や
船
舶
の
安
全
な
ど

を
目
的
と
し
た
日
々
の
活
動
に
つ
い
て
や
、
環
境
調
査

と
し
て
水
質
や
海
底
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
流
木
回
収
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
26
日
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
北
部
総
合
営
農
セ
ン

タ
ー
で
八
代
地
方
新
規
就
農
者
激
励
会
が
開
催
さ
れ
、

25
人
の
新
規
就
農
者
に
向
け
て
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
新
規
就
農
者
に
対
し
て
、
各
種
支
援
制
度
の

説
明
、
先
輩
農
業
者
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
、
意

見
交
換
す
る
こ
と
で
新
規
就
農
者
の
就
農
定
着
に
向
け

た
一
助
と
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

先
輩
農
業
者
の
取
組
事
例
発
表
で
は
、
宮
崎
修
太
さ

ん
が
自
身
の
体
験
を
踏
ま
え
て
発
表
し
、
新
規
就
農
者

の
人
た
ち
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

日奈久温泉 丑の湯祭り

　

7
月
30
日
、
日
奈
久
温
泉
街
で
丑
の
湯
祭
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

丑
の
湯
祭
り
は
約
６
０
０
年
前
に
日
奈
久
温
泉
が
発

見
さ
れ
た
日
が
丑
の
日
だ
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と

さ
れ
、
こ
の
日
に
入
浴
す
る
と
効
き
目
が
千
日
分
に
相

当
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
泉
神
社
で
神
事
を
行
っ
た
後
、
神
幸
行
列
が
日
奈

久
の
温
泉
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
は
日

奈
久
温
泉
の
11
施
設
で
日
帰
り
温
泉
入
浴
料
を
無
料
に

す
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
観
光
客
や
市
民
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

八代地方新規就農者激励会

▲宮崎修太さんの取り組み事例発表を聞く新規就農者

▲海洋環境整備船「海煌」の説明を受ける参加者

　

市
政
に
功
績
の
あ
っ
た
人
を
称
え
る
「
八
代
市
有
功

者
表
彰
式
」
が
、
市
制
施
行
日
で
あ
る
8
月
1
日
に
千
丁

公
民
館
で
行
わ
れ
、
１
社
28
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
は
市
青
少
年
指
導
員
や
消
防
団
分
団
長
、
学
校

医
な
ど
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
有
功
者
一
人
ひ
と
り

に
対
し
、
中
村
博
生
市
長
が
賞
状
と
記
念
品
を
授
与
し

ま
し
た
。

　

表
彰
者
を
代
表
し
て
、
市
青
少
年
指
導
員
の
齋
藤

爲た
め
お男

さ
ん
が「
か
け
が
え
の
な
い
郷
土
八
代
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
微
力
を
尽
く
し
て
き
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
光
栄
で
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

八代市有功者表彰式

▲有功者の皆さん

夏休み子ども陶芸教室

▲湯呑み作りの様子

　

8
月
4
日
・
5
日
の
両
日
に
千
丁
公
民
館
で
「
キ
ッ

ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
６　

夏
休
み
子
ど
も
陶
芸
教

室
」
が
開
催
さ
れ
、
2
日
間
で
約
60
人
の
小
学
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
も
の
を
作
る
喜
び
、
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ

を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
室
で
、
今
年

で
10
回
目
。
子
ど
も
た
ち
は
鏡
陶
芸
ク
ラ
ブ
会
員
の
指

導
の
下
、
う
ま
く
作
れ
る
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
、
熱

心
に
湯
呑
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

宮
地
小
学
校
4
年
生
の
森
山
絢じ

ゅ
ん
や矢
さ
ん
は
「
難
し

か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
」と
話
し
、出
来
上
が
っ

た
湯
呑
み
を
嬉
し
そ
う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。

▲神幸行列に向かう神輿
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伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・愛
好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）で行う活
動などの情報を掲載するコーナーです。仲間募集
やイベント告知などにご利用ください。内容に関
するお問合わせは、直接情報提供者へ。
★11月号の掲載申込締切は、9/23 ㈮です。

◎八代ウインドオーケストラ 第23回定期演奏会
日時／ 9月3日㈯ 午後7時開演
場所／厚生会館
内容／音楽で八代を元気に！！いろんな

ジャンルの曲をお楽しみください。
対象／どなたでも
定員／約 1000人
費用／無料
その他／指揮：橋本正臣、岩見浩史
問合せ／田川☎ 32-6279

伝言板

◎講演 熊本地震から見つめ直す八代の歴史
日時／ 9月10日㈯ 午前10時～正午
場所／肥後銀行八代支店セミナールーム
内容／過去の歴史資料から地震の被害を

　明らかにするとともに、先人たち
　の復興への努力を見つめ直す。

対象／どなたでも
定員／ 100人
費用／ 500円（会員は無料）　申込不要
その他／肥後銀行の駐車場は利用を控え

　　てください
問合せ／やつしろ観光ガイド協会
　　　　有馬☎ 090-9793-8641

◎第49回熊本総合病院市民公開講座
日時／9月28日㈬ 午後6時～7時
　　　（受付時間午後5時30分～）
場所／熊本総合病院　14階　
内容／演題：「前立腺肥大症について」
　　　講師：同病院 泌尿器科診療部長　

　　　  矢野大輔
定員／100人
費用／無料　申込不要
問合せ／同病院総務企画課☎32-7111

◎会員募集　初心者歓迎
日時／第1、第3水曜日　午後1時～3時
場所／髙田公民館
内容／油絵、水彩、パステルなど
対象／市内在住の人
定員／数人
費用／月 2000円
その他／見学に来てください
問合せ／絵画教室「マーブル」
　　　　森☎ 33-5879

◎竹原神社 稚児相撲土俵入り
日時／ 10月19日㈬　正午～午後3時
場所／竹原神社（竹原町 2225）
対象／ 6 ヵ月～ 3 歳くらいの男女児
　　　（市外可）
申込金／ 6000円
　　　　（化粧回し、鉢巻貸与代含む）
締切／ 10月15日㈯まで
問合せ／竹原神社☎ 32-7472

◎無料調停相談会
日時／ 9月10日㈯ 午前10時～午後3時
場所／やつしろハーモニーホール
内容／日常生活における各種相談に応じ

　ます
費用／無料　申込不要
問合せ／熊本調停協会連合会
　　　　☎ 096-325-2121

◎献血にご協力を
日時／ 9月20日㈫
　　　午前10時～ 11時30分
　　　午後12時40分～ 4時
場所／イオン八代ショッピングセンター
対象／ 20歳～ 65歳の献血できる人
費用／無料　申込不要
その他／献血カードを持っている人は持

　　参してください
問合せ／国際ソロプチミスト八代　
　　　　守田☎ 090-8668-1544

◎第9回やつしろキッズサッカー大会
日時／ 10月29日㈯　受付 : 午前 8 時～
場所／日奈久ドリームランド
　　　「シー ･ 湯 ･ 遊」
対象／ U-9（小 3）、U-8（小 2）、U-7（小
　　　1）、U-6（年長）、U-5（年中）
定員／ U-9 ～ U-7　
　　　先着各20チーム程度
　　　U-6、U-5　
　　　先着各10チーム程度
費用／ U-9 ～ U-7　1 チーム 5000円
　　　U-6、U-5　  １チーム 3000円
締切／ 9 月 30 日㈮　午後 5 時まで
申込 ･ 問合せ／やつしろキッズサッカー
実行委員会（市体育協会事務局内）
☎ 62-8130

◎妙見祭を歩こう 第1回「城下町コース」
日時／ 9月24日㈯ 午前9時30分～正午
集合／八代宮境内
内容／妙見祭にゆかりのある場所をガイ

　ドとともに歩いて学ぶ　
対象／どなたでも
定員／ 40人程度
費用／ 500円（会員は無料）＋入園料
その他／各自で熱中症対策をお願いします。
問合せ／やつしろ観光ガイド協会　
　　　　有馬☎ 090-9793-8641

◎24時間チャリティーSwimmingリレー
　～リレーで繋ぐくまもと復興支援の輪～
日時／ 9月24日㈯ 正午
　　　～9月25日㈰ 正午
場所／市民プール　
内容／ 1人が 50 ｍを泳ぎ、24時間リ

　レーで繋ぐ（目標 72000 ｍ）
対象／ 50 ｍを途中で止まることなく、

　完泳できる人
費用／ 500円（複数回リレーに参加可）
その他／申込用紙を持参、またはＦＡＸ

　　で提出。
申込締切／ 9月5日㈪まで
申込・問合せ／市体育協会☎ 62-8130

◎八代白百合学園高等学校 学園祭
日時／9月22日㈷ 午前10時～
場所／同学園高等学校内
内容／各種バザーや展示・ステージ発表。
　　　午前11時から学校説明会開催。
問合せ／同学園高等学校
　　　☎32-2354

◎少年ラグビースクール生募集
日時／毎週日曜 午前10時～正午
場所／球磨川河川緑地 西端
内容／みんなでラグビーをやろう。見学

体験いつでも歓迎。
対象／園児～小学 6 年生
費用／小学生　月 500円 
　　　園児　年 1000円
　　　別途ユニフォーム代　年 1000円
問合せ／八代少年ラグビースクール
　　　どろんこクラブ事務局 
　　　江嶋☎ 090-4485-6197

伝言板　申込方法

　広報やつしろ「伝言板」掲載依頼書
に、団体名、連絡先、伝えたい内容な
ど必要事項を記入し、秘書広報課へ持
参かファックス・郵送・メールで提出
してください。
　掲載依頼書様式は、市役所秘書広報
課にあります。また、市ホームページ
の各種申込書にも掲載しています。
※営利・宗教的活動・政治的活動を目
的としたもの（間接的なものや連想
させるものを含む）は掲載できませ
ん。

【申込み】
　八代市秘書広報課
　〒869-4292　
　八代市鏡町内田 453-1
　☎33-4101　　　D52-8123
　G:info@city.yatsushiro.lg.jp

                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市

◎本岩孝之復興コンサート
日時／ 10月16日㈰ 午後7時開演
　　　（午後 6時30分開場）
場所／やつしろハーモニーホール
内容／奇跡の4オクターブの声を聴いて
　　 み ま せ ん か。 学 生 に は 先 着100　　　

人に招待券を差し上げます。問合せ
ください。

定員／ 100人
申込・問合せ／まちなかホームルーム
　　　　　　　たまりんば☎ 32-0721
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鏡文化センター自主文化事業　

市原悦子「朗読とお話の世界」
～こころの琴線にふれる、情感豊かな語りの風景～

　20 年間に渡る長寿番組で、大人にも人気の「ま

んが日本昔ばなし」でお馴染みの女優・市原悦子が

贈る、心洗われる時間。日本各地の民話や童話、地

元にまつわる民話を交え、独特の声と心に響く感情

豊かな語りでお届けします。

踊る授業シリーズ
「本能寺の変」

などで一躍若者に人気の
ダンスユニット・エグスプ
ロージョンらによる
ライブステージ

と　き　
　10 月 23 日㈰
　午後 1 時開場／ 2 時開演
ところ
　厚生会館
入場料（全席指定）
　一　　　般（前売）2,500 円
　高校生以下（前売）1,500 円
　※当日各 500 円増

　※3歳児よりチケット要

チケット発売
　9 月 4 日㈰　10 時～
　※千丁・鏡文化センターは

　　翌5日㈪から発売開始

プレイガイド
　厚生会館、千丁文化センター、
　鏡文化センター、メガネのみや
　ざき、珈琲店ミック、庄野学生
　堂八代店、日奈久ゆめ倉庫
問合せ
　厚生会館☎32-3196

厚
生
会
館 

自
主
文
化
事
業

エ
グ
ス
プ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
×
ひ
と
り
で
で
き
る
も
ん 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ  

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ラ
イ
ブ
」

と　き　11 月 20 日㈰
　　　　午後１時 30 分開場／２時開演
ところ　鏡文化センター
入場料（全席指定）2,000 円
　　　　　　　　 ※未就学児入場不可

チケット発売
　先行販売　9 月 4 日㈰
　　　　　　午前9時～正午、午後1時～4時
　　　　　　鏡文化センター（窓口販売のみ）
　一般販売　9 月 5 日㈪
　　　　　　午前 10 時～　※電話受付：午後1時～

プレイガイド
　鏡文化センター、厚生会館、千丁文化センター、
　アーバンショッピングシティ、庄野学生堂鏡
　店、氷川町まちつくり酒屋、やつしろ子ども
　劇場
　※各プレイガイドの休業日と鏡・千丁文化センター

　　では、土・日・祝日の販売は行いません。

問合せ　鏡文化センター☎ 52-1114

八代舟出浮き 秋のキャンペーン

間
近
で
八
代
伝
統
の
漁
を
見
学
し
、

新
鮮
な
魚
料
理
を
無
人
島
で
味
わ
う
。

舟
出
浮
き
の
歴
史
は
古
く
、
お
殿
様
が
鉾
突
き
と
い
う
漁
法
で

遊
ん
で
お
ら
れ
た
舟
遊
び
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

期
間
中
、
乗
船
し
た
人
に

「
海
の
男
タ
オ
ル
」プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
限
定
６
０
０
人
）

Ｗ
チ
ャ
ン
ス

抽
選 「
八
代
の
日
本
一
！

特
産
品
詰
合
せ
冬
の
便
」
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

※
乗
船
の
際
に
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
応
募

　
し
て
く
だ
さ
い
。「
八
代
日
本
一
！
特
産
品

の
詰
合
せ
冬
の
便
」
が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
。

◆
基
本
料
金

船
一
隻 

税
別
３
０
０
０
０
円
（
５
人
ま
で
）

※
１
人
追
加
毎
に
５
０
０
０
円
増

※
小
学
生
は
２
５
０
０
円
、小
学
生
未
満
１
０
０
０
円
、３
歳
未
満
無
料

※
米
や
飲
み
物
は
持
参
（
米
1
合
１
０
０
円
で
準
備
し
ま
す
）

※
季
節
に
よ
り
漁
法
や
料
理
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

市
観
光
物
産
案
内
所
☎
35
６
６
２
７（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
）

※
乗
船
予
定
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

 9月1日 ㈭ ～11月30日 ㈬


